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物事f1）の矛后のj去員IJ. すなわん対之と統一（2）の法良IJ

/J:，唯物弁証法のいちばん根本の（ 3)7HliJである。レー

l. -1,:f/i¥ :i t¥r'. ,k：「τ，后論j の新t沢である t 二ンはいろ， f本来の芯；義からいえば弁証法とは，対象

2. l;'t沢どの呉［ii］；土J主に示した勺！死；IRそ500枚近くの の本質がもっ矛后を研究することであるJuレーニンはこ

りードに市i;,'!'.11!'-J-る1vi：工稲川清氏にお願いLt=" の法QIJを主く弁J正法の本質・弁証法の核心とよんだ。だ

:0. l¥f＇.セゾ〕（山町・段落は尽 1tのそれに f-tr.c：する。 I原文 からこの法Allを研究するには，広い能開・多くの朽学問

,1lf1司じ ij1［司・＇存に；土， tr..;sぺ＜ [ii]じ｜！本［況をあてようと勾 尽にわたらなければならなL、。も L次の問題が「べ「は

IJ L rこが，主i"'f：十分・：ふるr }J江注はまだ，RLていなし、。 っラりすれば，唯物弁証法が根本からわか.' ( 1）たこ E

.1. ,J：ヒ；thi'J；照合n'そしたっバ；止k孟で 400＇［てぷめ！京 f,i:i になる t その問題E；土，二つの限界観・矛后の将遍ti:.

市川75,:z:・：，ふ.：：，， ::-, （（＿］ょに松村 a 人・竹内実：），； 100枚、 千！百の特殊,tt・i－.要矛店と主建矛盾の似ffmrs 1・矛店す

1'r内好次町内、 ι沢東内j京主sot'zで恥る！ ：：）諸aurnnの下i・n1::闘争t'l:.矛屑における敵対の位院で

日 三の，111,J'.tJ：主t.::tだ、不十分なιのである三どは;iR ふるの

/t i'I身1有感 1.てい乙， < r高〉と f，γ7けるゆえんである行

、lj初内，ii町でl士、二h士γ ゲ半f,と：＿＿＿ C友人j吾氏(7）知忠

士借りてよ会；：fをUnえ、 Jt[,;J作？：三 Lntizする予1ζであ

ったがー＂ I；百円東南ア jアi：青学を伴えて日卯：1r( [;i,肘ー寸な

か yf二r 流行わざ'tr:枚をとう。

fi. i, L二（Tlfl:事：になんらかの之 l）、ソトがあるとすれ

ば唱それば－J-－くで研究l'/rのli,Jfr.t（こご引士特に；白木登）＇（

のず， ~ic寸ーに IL kわたいJ 氏：土全体そ ！lli~lcのうえ，いく汁

かの去十1・うくれをmJ向上で〈れたc しかLjヲ／かくしの納

得できtc・，、何所（士＇：＇ ii争力ごとながら改めたかJた）・東大

教美’＇t(fll'i':ti~吾川究室内外の友人~／Htの知恵お上 ，）＇.稲jfi

1tの努力に負う I,＇乃アあ： i，欠点はすべて沢者ーのもの守

ある
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、rI事のffr•＇二主界で三の数i ヂボーリン学派の観念論が批

判きれたが，このことはわれわれに大きな聴味（ fi）を上

()'..Jc；三 Lた－，ヂ、，G-'iンの観念論は中同共！辛党に悪い影

浮（ 6 ・，を生んでおり，わが党内の教条下美思想、がこの学

派の作風（7)土無関係とはいえない。だかんとれから＇ 8)

の析学の研究了れさは，教条主義思想の A掃をおもな目標

にLなけれ（:fh （，なし＇，，

I 二つの世界観（ 9) 

人犯の認識史には世界の勢j民法民ljにつU、てのこつの見

解・形市上学の見解土弁証法の見解があり，たがし、に対

但しあ月二つの世界観（9）を形づくってきた。レーニン

はし、ろ， 「発展（進化）についての三つの某本的（二つ

の可能な？ 歴史上みられるこつのけ観点は， (1)発展

i上限減・反復であると考えること，（2）発展は対立と統－

f統一一物はかが二つのたがk、に排斥しあう対立からなり・

対立はたがし、に関連しあっている(Ill）であると考えると

E，の二つである。レーニンのいうのはこの二つの異な

る｛廿界観のと土である η

lf~Tfli I；’芋l士、 J手；学どもいう この思恕i土中同でもこ1-

¥1 ソ，；でも， j主，，、続Y.：にわたって観念論の（l2）世界観に
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属し，人々のJ心1也、！とおいて支西日f19(j'［説会占めて2'た。ヨ

ーロッパでは，ブルジョア階級の・初期の (13〕機物論も

:1f:Uri 上芋的でふ》 Fこ。ヨー：1 ，パの多く作用の干上：三官民済

情似 ・mが資料ニu室の高k、恐11是段階，.：：i長L，生f日ノI）・階

級闘争・科学が史上かつてない水準に遣し，工業プ口レ

タ ，） Tl者級がf併せ：を発展させる最大＇） .F与うにな yご‘ 7

ル勺て主義の・ llji:物弁証山内 15)i:f十？i'/;¥)i／：生まれ.＇.：，そ

こでブルジョア階級のあいだに，公然たる・きわめて露

骨に－反動的問2；，命のほiJ＇；－：，俗流 iltiヒ品が現われ， i経

物弁ん去に敵け Hiするようになった｝

形而上学の.｛：制定進化論のti!：界綴というのは，狐立し

た・柿止した・ 面的なMt•えからtit ＇｛~＇ぞみる。この 111 界

観；叶H；界のす＇ （ごの(17）牢J＇）会・すべての竹事のかた久、 18)

と種類を，永遠に孤立した・変化しないものとみなす。

変化十るとして｛川数(19川＇）±（＂／減・場 η ＇0＇更c20J;:-r・ぎな

ヤ r ：の増減とだ更の原！XI：士守物事川人Jiこでなく fいこあ

る，すなわち外力によっておし進められるとみる。形而

J・.・r'nば考え 7. ill:界のそれぞれの 2nI聖なる駒市・物

事のl＇←生は， ｛｛t，： しはじ山んときか「，そ凡であら｛主と

の変化は数の拡大・縮小にすぎない，とのある物事は永

遠にl"iL物事＇ 't・.i:.,，こ壬 f.・ < I）返す：＇：十一， 1J'](!J¥11: hる

物 ・j；に（主変化L二＇.~ in、， どかれらはi；え之。形市 IIrr 
によれば，資本主義の搾取・競争・何人：iュ義思想（2むな

ど川、台代のす1主義社会νや原宮内社会にさえ探しだ守ぞろし，

将－kl，永遠にf；；，らず存(ILCv、く。けた発i廷し＇）／J¥1けに

なると，社会にと η て外的なl自主号！・気候などの条件から

説明する。かれt:，は単純にも物事の外：：：格！廷の服閃を探

L、：vi物弁証／；こL、う・同1ドit内部矛J日：ょっと＇'r'!p'す

るとし、う学説をr;，定する。だから物事の質が多様である

こ毛、ある質が他の質に変わるという現象を解釈で苫な

い 三の（23) r，~／J}I士ヨ一日／ぺでは， 17～ 18tll:舵には機

械的唯物論として， 19世紀末～20世紀初めには俗流進化

訟をして現われたι 中国では「天も不変であり， i草も不

変？恥るr釦」己、う形Tfijlゾ／の12,)J,¥!.i.£＼カ入 長九くt.1；朽

した封建支配階級に守られてきた。この百年，ヨーロツ

パの機械的唯物論・俗流進化論が輸入されるや，ブルジ

ヨ（！消汲に守られ〈きた】

形而上学の（26）世界観とは相反ぽ）する唯物弁説法の

(2自）世界観は，物事の内部から・ある物事の他の物事：に対

すむlもIf系かム・ '.f'1 Irの発If,t研究せよベ i張 jλ．lな

わら物・j正（／）発／J（／上物事のr＇~な ω必然i'l'J tl L」運動である土

みな L.びとつひとつの I日9l物事の到jきはみなそのまわ

りの／IQc7）物事＇， i二i）川、に I le！；＇孟り（30,, ＇；＇.；響 1あ｝九、

62 

るとみな十。物事の守主慢の根本店(I吋は，物事の外ではな

く内に，物事の内なる矛盾性にある。どんな「31〕物事の

内；こもこの〆32，矛盾十主があるから， ￥1事の重力き＇ Tllと発民

主引き起ζす。物事山内なるこの＼外、矛盾れが物事のすE

股の根本原悶であり，ある物事と他の物事がたがいにつ

!,: 0：り （35,，影響しあうことが発恨の第2の！日〔同である

こ乃ようにllfl物弁証；r、； I，形市じ子：の機械的nfft~J論. (?; 

流i隼化論がし、う外国論・他動論に強く反対するα 単なる

船長it士物＇）＼＇.行機械的向 t，すなわ九年,lilfflの大Fト・数の増械

をJIきi包 F Lうるだげで，物事のけ院がなぜ千九七万別む

あり，たがいに変化しあうのかを説明しえないことはは

っきりし・c，，勺。実tt外力による機械的動きでさえ，物

Jr の内な；~， ；｛，’后性を，illじなけれIf、な人ない。 jr/(物や動物

が育ち・数がふえる（36）のも，主として内部矛盾によづ

亡引き起竺される。同ピ〈社会グ）ri';/Jさも，ゴムELて外向

でなく内内に上る。 t-＜の習はi也J,lj1・気候がfl土んど同

じでも，その発！衰のちがい・不均衡（37)は非常に大きい。

つの国で｝也Ill!・気（売が常化しtn、情況（38）でも，社舎

の変化は一大きL、。帝向i♂；主ロシアittl会主義、ノ速に変わ

り，封建的鎖国日本は帝国主義日本に変わったが，これ

んの閣の池内！・気候，うてが｛ヒしたか （，ではない｝長らく封

主主；臼IJJ変に支配されたq1[1.JiE，このI'i ,r：大きな変化が生L

L、まや自由な・解放された新中国に変化しつつあるが，

中国の地煤・気伎がフ老化するからではない。地球全体－

Ji!,. l求の各間；分も変f七Lつ.－，あるが，その変化；土円会の変

化E比べるとごくわずかで，前者が数万年の単位で現わ

れる変化は，後者は数千年・数百年・数十年いな数年・数

万月（革命(f)1,き）のう tノに現われるつ唯物弁証法の観点

によれば，自然界の変化は主として自然界の内なる矛盾

の発展によるれ社会の変化は主として社会の内なる矛盾

の発展，すなわち生産ブJと生産関係の矛盾・陪級問の矛

盾・新旧問の矛盾の発展によるのであり，これによって

社会の前進・新旧社会の交代がおしすすめられる。唯物

イh正法；主ヤトロ、［主排徐ずるのか？ 担！除はしないっ唯物弁

証法［土，外国は変化の条件・内閣は変化の根拠・外国は

内肉を通じて作用すると考える。鶏卵は適当な温度でひ

工二に変化十五が， t/,l1芝l土石をひ上こに変ええない，両

者の根拠が異なるからである。各国人民がたがU、に影響

Lあうこどはいつも存在する。資本主義の時代，とりわ

Lト託［｝Lti主＇： Iロレケリア革命の時代には，各！斗は政治

的・れ済的・工化的にたがいに影響L・激動しあうが，

てれ：tきわめて大きい（39）。十月社会主義革命はロシア

Iたt：.けでたく悶界史にも川紀元企間人佳作九回の内h



Ⅱ　矛盾の普遍性
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る変化に影轡したが，中国の内なる変化への影響はとく

に深い〔40＇、三川， 41〕変化は久間の内なる・中間河内なる

法則刊をi同じ，;tミこったのであるr 両軍が戦えti, -~ }-jー
が勝ち・他かが負けるが，勝敗はみな内肉による。ーか

は強いか・憎障がIF.しいから勝ち．他方は耳目いか・指揮

がまずし、から負けるのであって，外閃は内関を通じて作

用する。 1CJ27ff，に中国の大←〆Fレジョア階級が fロレタリ

ア階級を敗 Iときせたのは，中国プロレダリア幣殺の内な

る（中間共時党の内なる）日和見主義を通じて作用した

，｝）である。この （42）日和児主義を清算するや，中間革命

は新たに発問 I-／ニ。その後＇［ 1同苧命が赦から1ft大た打繋

をまた受ii’ご，／）（t，わが党内にi干i実主義方；：＇＿Lまれどから

である。ご I)'if )i＇？主義を t'i'>J；もや，われれれの＇ il業は

まだ新たに発隠した。したがって（43）ある政党が策命を

勝手1］させるには，その政治路線の：ffしさ・組織のかたさ

に頼らなけれJEならない。

弁証法cf! 41 jlト界観は，中［J」でも・ヨ一口、ソ， '. 0＇も古

代l乙生まれている。古代の弁証法；士自然発生の・素朴な

もの〔4めで，、1iff寺の社会的・歴史的条件のためまだ繋っ

た理論となりえず，世界を指令に解釈できなかったので，

のちに形而ト＇／：三代わった， JR!H:{,e末からICJt世紀初めの

ドfツの－｛i'i＇，な何学者へーゲル：士、弁証法』こrr:12,tr貢献

をしたが，その弁！iE法は観念弁証法（46）であった門 7。n

レ守リア資動の像大な活動家マルクス・ヱンゲルスは、

人類の認治史介lit，果（47）者ケIf今L・とくにヘドメT1l,弁J正

法の台理（！＇.］ t, i（五分を批判庁1：二11)11［立し，弁謀唯物，）命iや・史

的唯物論じ、｝係大な理斡斗つ〈ったが， Tオlに

とそ人窺の認織史に空前の大主夜命が起とつた。のちにレ

一二ン・ス宇一リンを経て，この偉大な理論はさらに発

展した。三（／）；I［！冷が中国仁伝わるや，思想、収に大きな変

化を引き起三！乃

との弁証法の世界観は次のーことにたくみでなければな

らないと教えている，それぞれのは9）物事の矛盾の動き

を観察し・分析し，この分析に基づき矛盾の解決方法を

示すこと｝だろ‘ら物事の矛盾と U、う法則を川本午jに理解

(50）する ZEが作常に重要である

II 矛盾の普遍性

叙述にWir1Jな上うに，、二二と；土まず矛盾，n・／寺跡Niこ’〉

いて話し、 ；）：；こ手盾の特殊性主：話そう。矛1行j》i年1続性の

n日種はほんの少L活せば明らかになる，というのはマル

ケスよ義の偉大なfjl日笠者－継7表者マルザ λ・仁／ゲルス・

レ一二〆・スザー！）；〆が唯物弁証法r乃l止界械を必見し，

これを人類史の分析・自然史の分析に応用し，社会の変

不・自然の変革（たEえばソ連のように）に応用しき

わめて偉大な成功をl['Zめたので矛盾の持還性はすでに名

〈の人々に承認されてU、るのだから，土 i二ろが矛屑の特

殊性の問題l土多くの同志とくに教条主義者がまだはっき

りわかっていない。かれらは矛盾の普通性が矛盾の特殊

什Jハうちにひそむこ止を理解しない。ヨlj詰lの具体的な物

和l）ーイ’看の特殊ト生を研究することが，革命の実践のだ肢

を指導（51)するうえでどの程度重要な意義をもっている

のかも理解しない。だから矛盾の特殊性の問題は， 1鐙点

i’：（J f士！ilf

「） ＼、 ：： わけで（52)，，、主物事の矛盾の法民Jjを分析するにふ

としまず矛盾の普遍刊を分析し・それから矛盾の特殊

性の問題を重点的に分析し・最後にまた矛盾の普遜性の

問題に帰る。

一千店の普遍性・絶』川：という問題には二つの意義があ

‘つは矛盾が、すべての（53〕物τ＇ffの強展過程に存在す

ることで，もう一一つはひとつひとつの（54）物事の発展過

粍には初めから終わりまで，矛盾の動きが存在すること

t!. 

1ンゲルスはいう，「動きそのものが矛盾（55）であるL

l-"" ンi主主f立と統 I S6）の法見I）を主義していう，ぞれ

は「白然界の（精神・社会も含めて〕十べての（57）現象

・渦胞が，たがいに矛盾し・排斥し・対立しあう傾向を

ιぺとどを承認（発見）することjむあると。これらの立

は（誌は正しいか〉 正しい。すべての物事に含まれる

手店する側面（59）の相互依存・相lf.闘争，＿60）が，すJ之亡の

物事の生命を決め・発展をおしすすめる。どんな物事も

必ず矛盾を含んでおり，矛盾がなければ世界がない。

単純な動きかだ（61'tぐたとえば機械内な動き（62））さえ

.-l）乏を基礎としているのだから，海維な!E)Jきかたはなお

さらそうである。

E ンゲノレスは矛盾の普遍f生をこう説明した，「単純な機

fl主力動き（63）さえもが矛盾を含んでいるとするならば，七

の，335，のより高度な動きかた・とくに有機体である生命

治i’土その発展とは，なおさら矛后を合んでいる0 ・e 号

命についてまずいえることは，生物がひとつひとつのゆめ

瞬間にそれ自身でありながら，同時に別のなにものかで

ある，ということ ρ だから生命も壬ノ、耐とその過松そ

のも円の中iこ存f巨1・たえず生まれ！日子（67〕・自ん解決

がついていく矛盾なのであ ＇） て，この矛盾がなくなるや，

:'t 命もなくなり・死がや p てくるり 1~'1 じく思惟の領域で

も刊百は避けられない，たとえば人間ゆかのP'Jなる限り
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ない〈目的認識能力と，この認設能力が外的に限られ（70）・

認識そのものにも限りがある・人々（71)の認識の現実の

ありかカことの矛盾は，人類（72）史の無限（73）の遼続〈少な

くともわれわれにとっては事実ヒ然限の〕・無限の前へ

の動きのなかで解決されるのである」と。

「高等数学のおもな基礎の一つは，矛盾である…… l

r初等数学でさえ，矛盾に満ちている。……」

レーニンも矛盾の普遍性をこう説明している， 「数学

ではプラス・マイナス，微分・積分ι

力学？は作用・反作用。

物長科学では陽電気・陰電気ハ

fヒや？は原子の化合・分解c

社会砕学では階級闘争Jo

戦争の攻守・進退・勝敗は，みな矛盾している（74〕現

象である。片方をなくせば，もう片方もなくなる。双方

は闘争しつつ・結びつき（75）‘戦争の全体を形づくり（761,

戦争の発展をおしすすめ，戦争の問題を解決する。

人間の概念のひとつひとつの（77は）;'; '; ＼バ78）は，みな客

観の手Fiラσ9）の反映とみなれこきである。客観の矛盾が

｝視の巴想、（的〕に反映し， fl｛念の矛！百円世lj予を形づくり，

思想！の発展をおしすすめ，人々の思想、の11¥J題をたえず解

11と－rzれ

党内の異なる思想、の対-s，：・闘争はいつも生まれている，

これは社会の階級矛盾・新｜日の物事の矛盾の党内への反

映である。党内にもし矛盾・矛盾を解決、十る思想、闘争が

ないなら，党の生命もなくなる。

L fつう2って（81)，単純な動きかた ct,-,t1ノ複雑な動きか

たで、あれ・客観の現象（8のであれ里、怒のf見集〔83）であれ，

示后が普遍的に・すべての過程に存イI：することはもうは

りきりした。ではひとつひとつのj並行ーの初めの設緊にも

矛店1士存在するだろうか P びとつひ、正つの物事の発展

過程には初めから終わりまで矛盾の動きがあるのだろう

か？

ソ連の哲学界でデボーリン学派を批判した論文から，

かれらがこういう見解をもっていることを見ぬける，矛

盾は過程がはじまるや現われるのではなく・過程がある

段階まで発展して初めて現われる，と考えていること

が〉土なるとその前は，；品在が発展する原因は内閣では

なく外It！であることになるn こう Lてテ＼ドーリンは，形

而」学の外国論・機械論tこかえぺてし、った。この制〕見

解から具体的問題を分析し，ソ連の条件のもとで富農と

一般農民にはちがいはあるが矛盾はないとして，プハー

リシの意見に全く同意した。フランス革命の分析で，革
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命九ffの，労働者・農民・ブルジョアジーからなる第三階

級にも，ちがいはあるが矛盾はない，とかれらほ考え

る。チボーリン学派のこういう（85）見解はマルクス主義

に反する。世界のひとつひとつのちがいが矛盾を含んで

いること，このちがいこそ矛盾であることをかれらは知

らない。労資問は，両階級が生まれたときからたがいに

矛盾しあっているのであって，激化していないだけであ

るn 労幾間にはソ連社会でもちがいがあり・そのちがい

こそ矛后である，数対まで激化しえず・階級闘争のかた

ち(36）をとらぬ点が労資問の矛盾土安ーなるだけである，

かれらは社会主義建設においてかたい同盟を形－5< !J・

科会t主主かん共産主義へと発展する過程でとの矛盾をし

だいに解決する。これは矛盾のちがい（87）の問題であっ

て”矛盾の有無の問題ではない。矛盾は普通的・絶対的

であり，物事の発展のすべての過程に存在し，すべての

過程を初めから終わりまで貫く。

新しい過程が生まれるとはどういうことか？ 古い統

，とその紘一をなす対立する要求どが新しい統ーとその

統 をなずけなする要素とに席をゆずり，新しい過程が

,1，い過程に代わって生まれることである。 t',v、過程が終

Jノって，析しい過程が生まれる。新しい過程にも新しい

平沼が？？主れていて，矛盾の発！被史が始支る。

マノレクスは r資本論』で，物事の発媛過程を賞く矛盾

の動きを模範的に分析しているとレーニンが指摘してい

る。これはどんな湖）物事の発展過程を研究するにも応

用すぺき方法である。レーニン自身もそれを正しく応用

し，その全著作のなかで貫いている。

r-，－ノレケスが r資本論』でまず分析するのは，ブルジ

ョrtJ；会（商品社会〕の，もっ止も単純な・普通な〈昌司）・

法本的な／旬、・よくみられる（91).日常的な（92）・何億四

も！Uあう関係一一ー商品交換であるe この分析はこのもっ

とも単純な現象（フツレジョア社会の「細胞」〉のうちに，

現代社会のすべての矛盾（およびその耳障芽〕をあばきだ

す。以下の叙述は，これらの矛盾およびこの社会の各部

分の総和の・初めから終わりまでの発展（成長と動き）を

明らかにしている」。

レーニンはこういったあと続けていう， 「とれが弁言正

法般を ···•ix:述（および研究〕する方法でなければな

らt,.いj。

【t,i母共産党員はこの方法を身につけ（93〕なければなら

ず．そうしてこそ中調革命の歴史と現状を正しく分析し

．革命の将来を推定しうる。



Ⅲ　矛盾の特殊性
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匝 矛盾の特殊性

矛盾は「へての r94：物事の禿民過程にf字{Eし・ひとつ

ひとつの rss物事の発展＠fiを初めから終わり圭でffく

こと， これが矛盾の普通内・絶対性であろごと：主主えに

話 Lた。これから 96，矛屑の特殊性・傾対性を話そう。

この問題はF し、く／）方、の↑古i兄（'fi）に分けて研究十べさ

て、あるc

主ずそれぞれのものの動きかfこ「98）のなかの矛盾は，み

な特殊性をもってし、る。人間がものを認識するとl士、も

のの動きヵ、たを認識することである、なぜなら！H：界にf:l

苦J1ぐものしかなく・ものの重りきはかなんず一定のかた九

をどるのだ力為らもの vつひとつひとつの動きかた（99）につ

ヤては，それとそのほかのそれぞれのr100,,jtlJ きかたとの

jお邑点；二注玄しなければならたし、。だがとりわけif-£12!:な

こと・物事ーのi認識の茶E聖となるのは，その特，4、／(I.IOI>に

注立しなければな九tr,、三とだラつまりそれ三そのほか

の動きかだとの貨の区りlj( 102，｝こ注立ずることであ乙n こ

のか；；こi主主してこそ，物ず；土！玉1)IJLうる。どんなf10:i nめ
きか疋もその内にそれ自身乃特殊た矛盾を合んでいる。

この＇104！特殊な矛盾f！：，ある物オlーをほかの物2ぶからl三＼）lj

する特殊な本質をな十η とれ三｛・W:界のL、ろい人な J105' 

杓_cfiーが千手土「別であるご Eの内なる！示内ふるいは根拠で

ある。円然界Jこは iぐの開予かんヵマ7：在する，！溌械の動き

・音がナるこど・光ること・熱のでること・ TiI＇，：＼の流れ

10抗・分角干・ 1ヒ「＇i'' tこどはみな:Z－ろである これんグ） 1, 

のの動きかた；士一トへて f107が，みたたがL、に依存L/) /) 

・＊質的にはたが！ぜ、に区別しあ円ハひと dコひどつのもの

のill}Jきかたノ1怖がもっ特殊な本民は，それ白身の特殊な

矛盾に上って規定されるのこの情況 F109）；土自然界に存在

しているだけでなく， t＋会現f宗・思!cB、TJ/.宗にも1，すじ〈存

在しているn ひどつひとつの〆110：、立会のかたt,.思：官、の

かたh 111':i，みなその特殊た手1行・特殊な本質をもっ。

科学の研究；ま，科学の対象がもっ特殊な矛li'Ht全根拠

に1..：：分される。だからある「112；現象の領域に特有ーなある

( 113）予屑の研究が，科学のある部門 114，の対象li:構！＆す

る。たとえば，数学の正数と負数・憐減学の作用と反作

用・物理学の陰電気ど陽一；豆気・化学の分解王化Pi-.干j会

科学の生！主力と午産関係・階級ど階級その関争・市'll：ヴ：

の攻めと守 I）・哲学の観念論ど唯物論・形1111J二手の級点

と弁証法の観点，などはみな特殊な矛｝！［.特殊な本質を

も／〉ので，！異なる科学の研すEの主十争、を侍1＆十るつもちろ

ん矛膚の普遍内を認識しなければ，物事の動きが発I足す

る普遍的な原因や根拠を発見しょうがなく，矛屑の特殊

ヤ十を研究しなければ，ある物事（115）がほかの物事：( 116）と

異なる特殊な本質を確定しょうがなく・物事の動きが発

泌する特殊な原同や根拠を発見しょうがなく・物事を児

わけようがなく・科学の研究の領域を区分しょうがない。

人擦の認識の苦手jきの順序’ 117• についていうと，いつも

個別の・特殊な物事の認識から，しだいに一般の物事の

認議へと拡大するのであるつ人々はいつもまず多くの異

なる物事の特殊な本質を認識し，それからより一歩進ん

で慢話ーし・いろいろなは18• 物事の共通の本質を認識しう

るのである。三の共通の本質を認識し・この認、識を導き

I: Lで，まだ研究されていないか・深くは研究されてい

ないラそれぞれのf119）具体的な物事を続けて研究し・そ

の特殊な本質を探しだす，三うしてとそ共通の本校への

認識を被い・豊かにし・発展させうるし，その認識がひ

からびた・三わばったものに変わらないようにしろる。

これは認議の二つの過程であり，一つは特殊から一般へ

・もうーっi士一般から特殊へ，であるc 人績の認識はい

つもこの上うに綴環往復的に進むのであり，ひとつひと

つの術環が（科学のか法1120）にきびしく従うかぎり）入

預の認識を一歩一歩高め・たえず深めるc わが教条主義

貯のとの問題についての誤りは次のご二つ，一方では矛盾

の特殊内全研究し・それぞれの112n物事の特殊な本質を

認識して三そ， ，,f,J百の普遍作・いろいろな(122）物事の共

通何本質を十分に認識しろるのが，わからない三左であ

り．他 ljでは物事：の共通の本質を認識Lたのちも，玄だ

深くは研究されていtr.,,、か・ I±'，てきたばかりの具体的物

事そ続けて研究Lなければならないのがわからないこと

である。わが教条主義者はな玄けもので，具体的物事の

芹しい研’先はどれもこ1:fみ，真理一艇が天からふってく

るどみなL，真理をつかまえどとろのない純粋に抽象的

な公式に変えてし支い，人類が真理を認識する正しい順

序を全Uf定し転倒させてしまう。かれらは人類の認識

のごっつの過rnがたかし、に結ひ、あうこと一一特殊から一般

へ・一般から特殊へ もわからず，－，，Iレケスキー義の認

J議論が全くわからない。

ひとつひとつの大系をなすものの動きかたの特殊な矛

l古陀、1231cそれに規定される本質を研究しなければなら

ないだけでな〈，ひとつひとつのものの動きかたけ24）の

. fr，、発喫過t¥'(lかにおける・ 'CJ,とつひとつの段階(126)

の特殊なヂ屑とその本質をも研究しなければならない。

すぺての （）27）動きかたの・ひをつひとつの 028）実在の

（~J測でなし，(129＇）発展過程は，みな異質である。われわ

6ラ
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れの研究工作！土ここに重点をおき，ここから始めなけれ

ばならない。

兵質の矛盾は，異質の方法によゥてのみ解決できる。

たとえば，プロレタリア階級とプノレゾョア階級との矛濁

It討会：r.：義革命の方法で持1'.i/.とされ，人l＼：：大衆と封建制変

U川千111は民主主義革命の方法で解決され，鐘民地と帝

｛可r:P:fとの矛盾は民族革命のか法で解決され，社会主義

f土会J〕労働者階級と農民階級との初出土交業の集団化・

機械化の方法で解決され，共産党内の矛盾は批判・自己

批判の方法で解決され，社会と自然の矛盾は生産力を発

燥させるか法で解決される (130＼過程が変化すれば，つ

まり古い過程・古い矛盾がなくなり，新しい過程・新し

い矛mが生まれれば，矛盾を解決－ナ3ち方法も異なってく

アっ口 iアの2月草命と 1()月本命では，解決された矛盾

．矛！行 vつ解決lこ用いた方柱、が恨キ：か：－， ！尽なる。異なる方

とl：で黙なる矛盾を解決する三と，これはずルクス・レ一

二＞：：退者が，きびしく守らなければなじない原郊であ

る。教条主義者はこの原則を守らない，いろいろな（131)

革命情況の同月！Jを理解せf，異なる矛盾は異なる方法で

解決すべきととも理解しないので・変えではならぬ公式

なるものを杓子定規のようにあてはめるだけ，これでは

革命をそこなうか・うまくいづていた事柄〔132！もぶちこ

わすだrtである Cl羽、
f'J'/1 vη発展過程の矛盾がそのi主体t131.において・相互

の付（（η き035＇.、においてもつ特殊伐をあばくためには，

, J主：Jli1事の発展過程の木賞をあばくためには，矛盾す

る各側面（136）の特殊性をあばかなければならない，さも

ないと本質をあばくことができない，これも研究工作に

あたって十分注意しなければならない(137〕。

大きな物事は，その発展過程に多くの矛盾を含んでい

る。たとえば中間のブルジョア民主主義革命の過程には

't'!qi'＇~会の抑圧されている各階級凶t こ帝国主義との矛

日・人民大衆と封建制度とのギm・プロレタリア階級と

ブルノ三ョア階級との矛盾・ Ht民や部rlfのfチブルジョア

附減とブルジョア階級との矛Ni・各I返書Ji支記集団039；潤

の矛！刀江どがあり，f青況は非常；.，：＿f主彬である。これらの矛

盾は，それぞれ「140）特殊性をもつから一律には扱えない

だけでなく，ひとつひとつのt141)矛盾する雨側面もそれ

ぞれ特徴があるから，一律には扱えない。われわれ中間革

命にたずさわるものは，それぞれの（1421矛盾は総体＇. 143！に

おiピ、と・すなわち相互の結♂っき＇［ 44.において特殊性を

JI＼！析しなければならないだけ？行く， j' '!J'する各(145籾lj

！？！！のii!f究にとりかかってこそその全行、をよ［！！解しうること

66 

になるo矛盾する各側面を理解するとは，ひとつひとつの

(146〕側面がそれぞれ(147)なんらかの決まった位置を占め

それぞれがなんらかの具体的なかたち？たがいに依存・

れ'itあ行関係をもち，依存・矛盾におL、てまた依存が破

れて方sら，それぞれがなんらかの具体的｝託法で侶手と観

'r干しあうこと，を理解するととであるσ これらの！羽題を

研’売することはたいへん重要な事柄(148iである。レーニ

ンうにマルクス主義のいちばん本質的なもの・ 7 ルクス

主義の生きた魂は，具体的情況の具体的分析にあるとい

刊だのは，との意味だ。わが教条主義者はレーニンの指

示lこそむき，どんな049）物事でも頭を使ゥてJl－体的に分

析することをせず，文章を書き演説するといつも無内容

な凡股調であり，党内に悪い作風050）を作り出した。

'/¥J砲をnr’＇JEするには，主観的・一，rni'1'0・表向il'iJ(151)で

あ1 てittcr，ない。主観的といろのは，問題を令：観的に

みる二三をう、日らず，唯物論の観／i,(IS21でみるこどを知ち

たL、ごととつある。この点は r実残論』ですでに訴した。

一1fri的というのは，問題を全面的にみることを知らない

ことである。たとえば，中国は理解するが日本は理解し

ない・共産党は理解するが国民党は理解しない・プロレタ

リア階級は理解するがブノレジョア階級は理解しない・農

民は理解するが地主は理解しない・順調な情況は理解す

るが！fl球t；.情況は理解しない・ ifi/J主・iU弔解するが将来は

J!j!解Lない・個5.JIJは理解するが全体；土理解Lなし、．欠点i土

均年｛ずるぷ／1X:宋：は理解しない・住；（;1rは理解するが被告は

}'J!fir¥1しない・本命の地下活動は理解するが公然活動は理

解しない，など。ひとことでいえば，矛盾する各側面(153)

の特徴を理解しないこと。これを，問題を一面的にみると

いう。あるいは一部分をみて全体(154〕をみない・木をみて

森をみない，という。これでは，矛盾を解決する方法を

探せず，革命の任務を完成できず，まかされた仕事をり

っぱにでき寸三党内の思想闘争を正しく発慢させられな

' 、。孫子は軍事を論じていう，「彼を知り己を？JIれ：£，百戦

あやろからずんかれがいうのは，戦争する双方のことで

ある。古代の議徴が「兼せ聴けば砂iるく，イぷり信ずれば

Hi¥' LJと可じったのも，一濁的であること (1551の渋担がわ

かっていたのである。しかしわが同志たちは，しばしば

一面的に問題をみるので，しばしば獲にぶつかる。『水飴

伝』では，宋江が祝家荘を三たひ官めるが，二回目まで

は情況が不明で・方法がまちがっていたため，負けた。

殺にM去を改め，情況の調査から始／l)，迷mを長11りつく

し ？三’占，，t'E ・丞家荘・祝家荘の1,,J~U をごわ L ，敵の陣営

V伏兵をおき，外国の物語にいう木馬町，Hこ似た方法を
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使って， ・1主11i士勝った。 『水！，；＇［伝』には！唯物プ f'j正法の

例がたくさんあるが，この「三たび祝家荘を打つ」はい

ちばんいい例のーっといえる。レーニンはいう， 「対象

をほんとろに認識するに社．そのすべての側川・つなが

り・『媒介1士把握・研究［なければならない、 '::_;f'Lは~

全にはできたいtt.ろうが，全111；陀(156）の追加士側思議の誤

り・硬化を防ぐであろう」。われわれはかれのことばを

銘記すべきである。表面的とは，矛盾の総体・矛f賞する各

側面の特慨をみようとせ「，：f"ryオ：に深〈入＇） ど千庁；の特

徴をくわ L< 1,1J'7r'!:する必要そ，g；約すま，そのへんに， ）つ立

って遠くから眺め，矛盾の姿(157）をおおざっぱにみただ

けで，矛盾の解決（問題に答え・紛争を解決し・工作を

処理し・戦争を指揮する竺と〉にのりだそうとすろこと

である。こんなやり方では，託児しないわけにはいかな

い。中国の教伝子主義・経験 Liをの同志たちJうa以 lJ＇.＂.＇.犯す

のは，物事をみる方法が主観的・ー而的・表前的(158）だ

からである。ー而的・表両的なのは主観的である，なぜ

ならすへて内7千視の物事it 1，：来んがいにつなが IJ:.h ＼、．

内なる法1;rJそtつのに，人々がごの情況をいり ntまに

反映させ－f. 而的・表（1it'ic）〆IS円、にみるだけと・物事が

たがいにつながりあい，内なるYi：則をもつことを認織し

ないから，この(160〕方法l士主観主義(161:なのである (16210

物事が耳目（「る全過程CT)f／乃の動きは，二？－ C叶i11／の結

びつき（1r,・1，・モの各側面ハ情；）［＇＿からみた特徴に；主なしな

ければならないだけでなく，過程が発喫する各段階がも

っ特徴｛こも注窓しなければならない。

物事の宅良市復の根本ド青 l!Gf・根本矛打に！：！＿でされ

る過程＿J〕木質；E、過程が終わろ全でなくな心たL、が，物

事が発展する上）：1，、過程の任発！民段階は，’f青j氾：!6＇＞＇がしば

しばたがいに区別される。これは物事の発臆過緩の根本

矛盾の性質・過程の本質は変化しなくとも，根本矛府が

長い過程の？千宅展段階でLだいに激しいかたτ〉をとるか

らであるの Lかも根本矛町三 ILi’rどされ・影響される多く

の・大小の矛腐のうち，あるものは激しくなり，あるも

のは一時的・部分的に解決され・緩和し，あるものは生

まれるため噌過程に段階性が現われる。もし物事の発展

過程の段階刊に注意しなし、ならば，物事の手l(irt~：当に

処理でさない

たとえば，自由競争時代の資本主義は帝！？司主義に発展

するが，このときプロレダリア階級・プノレジ zア階級と

いう二－ ) ，＿勺松本から矛盾してv、る階級のti'(f‘二円社会

の資本当込 lゾ〕本質が変化干るわけではない、 ！＇f什市皆級

の矛盾が激化L，独占資本と非娃l占資本＇ J,i<i1/',i；二手盾が

ノ＇i:t主れ，宗主国とtiff民地との矛院が激化し，資本iJを各

l珂問の矛盾・すなわち各国の発展の不均衡(167）状態(I舶

による矛盾が特に鋭く現われ，資本主義の特殊な段階・

帝同主義段階を形イくる。レ一二ンtJをが帝国主義正フ。

ロ［／ ilリア輩命II寺代のマルクス寸誌となったのは，レ－

L ン・スターリンがく二れちの矛！丙を.rEしく説明し，これ

らの-iT・盾を解決するプロレタリア革命の理論と戦略を正

しく作ったかちである。

》（吹本命に始支る中［tiのブルジョア民主主義章命のi/Jli

rn o>-h't況(169）にも，いくつかの特殊な段階がある。と〈

にヅルゾョア階級が領導(170）した時期の輩命とフ。口レタ

リア階級が領導した時期の主主命とは，二つの大きく異な

る将常的段階として院別される。つまりプロレタリアI智

被の悩導によって本命の姿(171)が根本かち変わり，階級

！引系の新しいムード， 172) .農民：本命の大高揚・反干r,反rt

建業命の徹底性・民主主義輩命から社会主義革命への転

化の可能性な立がでてきた。これらは十ぺて，ブルジ宮

内・＼！，織が革命を領i浮Lた待期には現われえなかっ f.・oJ品

/',' 'i':/1，の根本矛li'iの十！：’百・過程：nr記’帝fi封建の良守， i予4

,Ir，命の性演（その）乏l同士半植民地半島i仕の性質）が変化す

るわけではないが，この長い間lこ，辛亥輩命の失敗と；｜七

洋軍閥の支配・第 1次民族統一戦線の樹立と 1924～27年

わ E宇i¥il.統一戦線の分裂とブルジヲア階級の反革命への

将if.新しい軍開戦争・土地！革命戦争・第2次民校統ー

戦線の樹V.と抗日戦争などの大事変があり， 20余年聞に

いくつかの発展段階を経た(173）。これらの段階には，あ

，ら守二析が激しくたり「たとえば土地本命戦争と日本の東

)[:: 4 ?i'侵絡〕，ある矛i1守；士部分的・ ぬ！日i((] fこ解決され（た

壬え／.f北洋軍関はなくなされ，われわれは地主の士JU1＇ぞ

没収Lた），ある矛盾が新たに生まれる（たとえば新軍閥

問の闘争，南方各地の輩命根拠地が失われて地主が土地

tc l::りかえしf二三りなどの特殊な情況ポ含まれている。

物事の発展過限の芥発展段階における矛盾の特殊性を

研究するには，その結びつきから・総体からみなければ

ならないだけでなく，各段階の矛盾する各側面からもみ

なければならないっ

竺Eえ｝王国共同党。同民党の俣iftfn，第 1次統一戦線の

どJfr.］民党は孫1j1rlJの違ゾ・逮共・労震波坊の3大政策を

実行したので，革命的で生気に満ち，国民党は各階級の

・民主主義革命の同盟(174）であった。 1927年以後，国民党

:tt日ぽ (175）する側ffriに変わり，地主・大デルジョア防級の

ld!ri.長田になったc 19'.>6年12月の尚宏事変後，内戦をや

め・共産党と述台Lて日本母国主主主にJt-fこ反対する側面

67 
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に転じ始めた。これが国民党の3段階の特徴である。こ

れらの特徴が形づくられるのは，むろんいろいろな(176)

原！日がある。中l司共産党内側面，第 l＇欠紘一戦線のとき

中国共産党は幼い党であり， 1924～27竿の革命を英雄的

に領導したが，革命の性質・任務・方法の認識という側

面iこんiJさが現われ、革命の後期に生まれた練独秀 i'-B&lこ

作用を許し，革命は失敗した。 1927年以後，土地革命戦

争を英雄内に領導し，草命の箪隊・革命根拠地をつくっ

たが，冒険主誌のぶりを犯したので，軍隊・根拠地法大

きな損失を受けた。 1935年以後，冒険主義の誤りを正し，

新しい抗日統一戦線を領導したので，この偉大な闘争は

ν士主さに発gfLつつある今この段階で共産党i土，；'p：命

の試練を2度受け， E豊かな経験をもっ覚iふなつな。二れ

ちが中国共産党の3段階の特徴である。これらの特徴が

m，；くられたのも，いろいろな(1π〉！点丙による。これら

の特徴を研究Lな；7れば，両党の各発If没階の特殊な相

互関係，つまり統一戦線の樹立・分裂・得樹立を理解でき

なi.-,,r,1,j党のヤろいろな(178！特徴を研究するばあ，，，上り

根本1'iHこ研究し なItればならないのは、両党の階級的基

礎およびこれによって形づくちれる各時期の両党とその

ほかの側面との矛盾の対立である。たとえば国民党は初

めて;t，産党と淫ひしたとき， A 方では帝同主義どの矛盾

があるため，とれに反対したが，他方では人民大衆との

矛「百があるため，口では労働人民に多くの利益を主新り

なが「〉，実はこ〈少し与えるが・全くりえないかであっ

た。反共戦争を進めたときは，帝国主義・封建主義と共

同で人民大衆に反対し，人民大衆が革命？得たすペヤの

手ljfut：＂：：帳消しにしてしまい，人民大味どとの矛盾を激化さ

せた。いまの抗日期には，国民党は日本帝国主義との矛

盾があるのでに‘iばではTじき正常と連合しているが、同ll判こ

共産党と人民への凋争・抑圧をゆるめてはいない。 Jt産

党はどんな時でもいつも人民大衆とともにたち，帝国主

義・封建主義に反対するが，いまのt1Lrl !1Jjには問民党が

抗日を表明しているので，同民党・封建功力にk;tLてお

だやかな政策をとっている。これらの情況から，両党は

連伶したり・闘争したりし連合のをきもまたi聖子干も L

・闘争もすると 1,-、う複雑な情況が作られる。もしとれら

の矛盾する側面の特徴を研究しないならば，両党の双方

とそのほかの側面との関係を理解できず，両党の相互関

係も理解できない。

したがって，どんな (179〕矛盾の特徴を研究するにも

守それぞれのものの動きかたの矛盾・それそ、れの動き

かたのそれぞれの発展過rn.でグ〉矛盾・それぞれの発明過

68 

程の矛盾のそれぞれの側面・それぞれの発展過秘のそれ

ぞれの発展段階での矛盾・それぞれの発展段階の矛盾す

るそれぞれの側面，これらすべての矛盾を研究するにも，

主観的・恋意的(180）であってはならず，具体的分析をし

なければならない。具体的分析を離れては，どんな (181)

矛看の特徴も認識できない。具体的物事に／）いて具体的

分析ーを，というレーιンの教えをつねに銘記しておかな

ければならない。

この(182）具体的分析は，マルクス・エンゲルスが初め

てすぐれた模範を示した。

マルクス・エンゲノレスは物事の矛盾の法則を応用して

れ会・歴史の過程(1831を研究したとき，生産力と生産関

係との矛盾・搾取階級と被搾取階級との矛盾・これらの

矛盾から生まれる経済的土台と政治・思想、などの上部構

造？との矛析を見ぬき，これらの矛！万がそれそ、れの異なる

(184）階級社会でそれぞれの異なる社会革命を引き起こす

ことがなぜ避けられないかを見ぬいた。

"Jレタスはこの法日ljを応用して資本主義任会の経済構

造を研究したとき，この社会の）よ本矛盾(185）が生産の社

会性と所有の個人性(186〕どの矛盾にあるととを見ぬい

｛このう千店；土個別企業における生時の組織作と全社会

における生産の無組織；悦どの矛盾として現われる。この

うF屑の階級的な現われがブノレジ百ア階級とプロレダリア

階級をの矛屑である「

物事の範！弔はきわめて広大(187＞で・発展は無限だから，

あるばあいに普遍的なもの(188）は，他のぼあいには特殊

件 (189〕に変わる。逆に‘あるばあし寸こ特殊的なものは，

他のばあいには普遍刊に変わる。資本主義制度に含まれ

る生産の社会化〔190〕と生産手段の個人所有制(191)との矛

盾は，資本主義が存在し・発展するがぎり各国に共有な

もので，資本主義からみれば矛屑の普遍性である。だが

資本主義のこの(192）矛盾は，階級社会一般の発展のある

歴史的段階のものであり，階級社会一般の生産カと生産

関係との矛慣がらみれば矛盾の特殊性であるつしかしマ

ルクスが資本主義社会のこれらすべての矛盾の特殊性を

解剖するや，階級社会一般の生産カを生産関係との矛盾

の普遍性も，よ担深く・より十分に・より完全に明らか

になった。

特殊な物事は普遍的な物事と結びついており，ひとつ

ひとつの物事の内には矛盾の特殊性だけでなく普遍性が

含まれている，普遍性は特殊性の内にある，だから一定

の物事を研究するとき，この両側面とそのたがいの結び

, Pき・ある093〕物事の内なる特殊けと普遍↑干の両側面と
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H… 
そのたが！ィ、グJ結二ト、っき，ある11931物事とそのはかの多く

の物事とのたが」、（／）結乙ト？ぎを発見す一之さである。スケ

ーリ＞：tr，＋，：『し一二L i誌の基礎Jでしーニンし誌の

歴史的起原を ~,i, ＇ィ、た土 J, ［.／ーニンヒ迄が生まれと：f~pf,~

J宗は・帝l副l誌のもとで、位阪支て..；だiJHfこ資本 t；宝♂＞Mi

手！行 194.そう汁I[L、これよyグ）ノチli'iカ＇－，ドレゲ ＇） ア，＇（ゴ台（；：

11'1 ！む：了－ X~lcn/::J題 i, I＿，資本斗誌をプ正i:J妄常1' －）上 L 、／~fq:ーを

/lコた，と分析したりそのうえ 195），ロ J )' はなぜレー

ニニニ主義の発作地となったのかをー分析 L，、ゾトのロン

アぷ,r,－凶 i；をのすべ亡の矛店の焦点でありうロ Jアのアゥ

ロレケリア階if；村込flt'fl－ァーロ L ケリア階級の1lii衛隊になり

えた原因を分析した。こうして7λ 守ーリンはJ帝国［二：41.5

のI’店の許i面見を分析し，しーニシ iJ主が帝［LjjJ主とア。

ロし々 IIア11¥f守｜｜干ii::のずノレケス主義でふることを説明

L, u’f び）汁シア，~；＇凶←義がごめ一千 h'i －~｝＇.の内にもつ

特殊：tを分析し司ロ J アが－f口 Lヲ IJF革命の理論とi決

略のふる3二；こ／（ , I三こと，三小I［外特殊ド！の内にこそ

ご千円山首～i回「！の：合主JL る二どを説：ljJ し／·，ス ~I --I）ンの

二の197うよ析は， イ：[Jの特殊陀と持i盈it.／こがし、の結（｝：

J ノラ±－；It！－、i,'i¥cナると：nn模範ワあるコ

;• 1L- ケ主・ l ，・ノ7／レス， i11Jじくレ一二J ・スケ ιj ./ 

;.J:，弁；E山を1.L：弔して存続々り士見象を研究するとき、 tli& 

的・ぷ立1/J〆EIS，であず｝てはならず，存観（／）・実際の動き

I 19,r,；二合まれる n1主（i］条件から．現象のなかの只体的手

l百・矛i百ずる各制11IfriのH-1半r'i<;(,i同 r.3:JG,.手応のJtI下内9
111正関係－＇.！ IIυ；±－み心かなければなら江、、と V〕）も教えて

」、るのである｝わが教条主義斉iこはこの 201'i,Jl}i'.態！支が

ないの守fょにひとつう圭くやれな、、。われわれは数年ミム

義の失l£・.'i:J1Ji,/rとして，二1l>!,JfYE態変全身にノ’i十fζ；j;/［ -

l土ならな

つチJ の普j百rl一と科？Jtt一との！沼？手；土， ィ，！乃の共通tl：と Jr,·~

1JIJI主とのl副［系；τlヱかならない。 :ttimr干乙；土－：rmーがすーミて
のll量f',＇＿にT’f{EL・すへてのj品位を初かから終わり主でn
く二と， 子i(j；土劃きであり・物事であり・ j品位であり・

思想でもある l 物事の手!i可：士，fi，とすることはすへてを否

泣することど J これはムーノtWr匂に共通のl庄内 U，例外は

ありえな可、 l だんーらこそ共通性.%色付「ゴーとのだ心 しかし

この：ti:J亘「lil:十一 てのが［1jlj竹のうす川こもらり，細川↑生がな

ければit;,n：－’Itた、、， t •- -r－；てのjたillHl午どりのぞい

たら， どんな IL過ごlカサ長るだろ ＿－1 -} .f, I行h上そtしそ;/1,特

殊だかι三そii占J11J[tーを11二るコす4γどのj/1,]¥jlJ''Iは条件fドJ• 

-:I寺ir'._J；こ｛-f{I：するからとそ相汁ぬであるの

この共通性土例リ11n・絶対とHJ_{iのi益翌十一；上，物・ir,n手

料 F

mの／HJ.Imの精髄であり，これがわかなければ弁証法を拾

てたiこてfl L、1

IV 主要矛店ーと主要－；＇,fイ古の f~J)j師〔202)

手応ーの特殊性の問題には，特にとりあげて分析しなけ

ればならない情況（2,31があと二つある，つまり主要矛盾

と仁要矛盾のWJJlrri'202）である。

浅草在な物事の発展過程には〉多くの矛店が存千Eするが，

そのうち一ーっ（204,；土二主要手応であり，その存在・兎肢が

他の手！汚の存在・発反を規定し影響する上うに必ずなる

12(15 

たとえば資本主義j士会では，プロレタリア階級とフノレ

ンヨア階級というこつの矛店している力が主要矛盾であ

り，その他の矛后する力，たとえば残存する封建階級と

7ルジョア階級との手応・プチブルジョア農民とブルジ

ョア階級王の示后・プロレタリア階級とプチブルジョア

~H（土のイイ百・非j虫 i片プルジョア階減 r206）と独 ,1 ；ブ、ルジ

3T階級との，j•J百・ノルジョア氏J:::l二義Eブノレジョア 7

f ンス、ムとのュヂイ長・資本主義｜茸家間のJ・Ji'l・帝国主義と

倣民地との矛盾・その他のイ，fβは，みなこのi：要手liJの

力により規定され・影響される。

刊庶民地同では，中凶のように，主要手応と非主要矛

!i'l' 207 ・の関係が海維な情況I208ノを呈している。

・,' 

i同の各階級l主，一；＇fB のツ主／1~分子をのそJl:t；主， ・ii寺的にi司

結 L.氏朕i決争でWf回土義にIi_主JできるO このとき帝国

i災土この（210、問との矛盾は主要矛応になり，との（211,

i』！の存階級のすマ、亡の矛Ji'i（対建制度と人民大衆との主

要矛！行をも含めて）は，一時的に副次的・従属的位置に

さがる。中i斗の1840年のアへン戦争・ 1894年の中 fl戦争

・1900午の義和同戦争・現在の中 ii1許比争は，みなこの佑

J児I212，である。

しかし）jljの情況（213）では，コ千屑のf立区が変化する。帝

l司L-1長が単主争によってでなく， d支；台・経済・←文化などの

よりおだやかなかた九で抑圧するとき，、予防民地国の支

配惰級i土帝国主義に投降L，丙古はrnrnrrを結んで人民大

衆を JI＂／百iでJ1WEずる。このときl214 ＼人民大衆はしばしば

IK［内戦争のかたちで帝国主義正封建主義との同既に反対

Lフ帝国主義はしばLば白抜行動でなく liil接－Jjえで半白自

民地i誌の反動派が人民を抑圧するのを助けるので，内部

手i百；土特に鋭く現われる。中［斗の辛亥革命戦争・ 1924～

27!]'-cr，革命戦争・ 1927午以後10午の土地革命戦争は，み

69 
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なこの情況（215〕である。さらに半値民地国の各反動支配

集団問Cc):/f江，たとえば'I＇日 lハ；区間戦争もこれ＇. 216）に議

する。

国内革命戦争が発展し℃帝国主義とその手先である国

内反動派の存犯を根本からおびやかすとき，情悶ニ主義ば

しばしばとのほかのか法で支配の維持をはかる，つまり

革命陣？？内川を分裂させJ三り，ほ内反動訴をjl]Jけむため

直接出よI,し／こつする。このと _i.~17) 帝国：iみと凶iλ］反動

派は全く公然と一方のt極に立ち，人民大衆は他方の＠に

立ち，これがJ：.要矛盾となりその他の矛Nlの発段状態

(218）を丸t・，とし・影響を与えら3 十月革命後資本仁義諸国

がロシアlι民Iifflを助けf：しi1t，えカ f-i'.Jj.，【l)ji.,＇］－：ある。

1927年の潟、介冶の裏切りは，革命線営の分泌の例である。

しかしいずれにしても，過程が発展する各段階で，一

つの主婆矛盾が領導作用をしていることになるだけ（219.

だというのi士企く疑いない。

したが •j -~ 220），どんなJ品位でも多くの刊行b,r｝＝在す
るなら，そのうち一つが主要なもので領導作用・決定作

用をしており，そのほかは副次的・従属的位置にあるよ

うに必寸舎など｝引1)。だかL〉どjνtr過程を研.，，宅－J1,, ／こも，

ごっ以 I:,.11手ii"iがある複wなJ岳民なら，全 ！J'<'. .v, :fて主

要矛盾主1X:L /J iさなければナ仁戸、ない。とめ！て：立 tf舌をつ

かまえれば，すべての問題はたやすく解ける。これはマ

ルクスの資本主義社会研究がわれわれに教えているが訟

である。レー二ン・スタ－－ I) ＞が帝国主義土資ド主義の

全般的位協・ノ連経済を（1刊Eしたときにもこしり 22:c〕方訟

を教えている。数知れぬJ.d!日同家・実践家：2n，，土4の（224i

方法がわからず五里霧中，中心を探しあてられず・矛盾

を解決する力法も探しあてられない。

過程のあらJる矛盾をひと［（扱つてはなら r，士｝工芸芸
なもの・ b¥lL;: i11Jなもののどぺこl{'illJし，←iB五Jイ・＇（の把握

に重点をおかなければならないことはうえに述ぺたとお

りである。で、は主要な矛盾であれ・副次的なものであれ

それぞれの."2＇，＇矛盾にお，，、ご， ｛ι属してヤうi目.JftuJ1討はひ

としく扱えラびあろうか i ヤはりだめであるわどんな

矛盾でも，寸－;{jーする諸側1fu，士l日記わ／発展が不J'.Jfif'T C'ある 9と

きには勢力伯仲にみえるが，これはーn寺的・相対的情況

(227）にすぎず，某本のかたち（228ノlは不均衡である。矛盾

しているF「J(iljj/[iは，一方］‘ 15受；；［j面・他Jiが／占＇,J;:k((J側面で

あるようトこ Jど、γなる（229'C そのi二要側面と：上，その矛j汀

が主導的に動く（230），その側面であるo 物事の性質は，

主として支配的位置を占めている矛府の主要側面によっ

て規定される。

70 

しかしこの情況（231)は固定したものではなく，矛盾の

L安flil］面・非主要tUJrfJJi土たがいに転化しあうし，物事の

け＇ffi_,それに〆，iして変｛乙する。 チ店ν巧古展する－，［＇.の過

保・－－；との段階でJ土， .:l二要fjlJJ宣言がrpのらりに属し.Jl:.:l＇.＇変

側iliiが乙の側に属するが，日ljの発腿段階・発展過挫では

その位置が代わる，これは物事の発自宅において矛盾する

JI jJボ闘争する力の増減によっーて氏7とされる。

わhわれはよ＜ I料陳代謝j と，， ＂） 。新練代議、t；上， ftl千

野の・普遍的な・永遠にさからえない法民ljであるo 物事：

はその性質・条件により，具なる飛躍のかたち（232）を経

心他の物事tこ転｛とするが，これが新陳代謝の過程であ

どん どんな物事ーの内にもみな新Iii戸必りi而の矛盾があり，

ゾ主の曲折した闘争を形づくる。闘争の結果，新しし、Wtl

閣は小から大へ変わり・支配的なもの〔233）に上昇し， E甘

い側面は大から小へ変わり・しだいに亡びるものに変わ

る。析しい側i而が,l;v‘悠I］函｝こ対してk；配的位置をiiめる

i,v、物事Lt持iし｛、物事～注廷が変化する。したがっ

て泊4），物事の性質l主主として支配的位置を占めている

(2:35）矛股の主嬰な側面によって規定される。支配的位櫨

を，，；めている（235）矛盾の主要な側面が変化すると，物事

U;llj'/fもそれに’）jlて変化する。

資本主義社会ごは，資本主義が，1戸、封建時代の1.236＇従

属的位置から支配的位置を占める力＇. 237）に転化し，社会

の性質も封建主義から資本主義へ変わる。新しい資本主

ふわII寺代（2381／こ；t,1 t建勢力はもとの友記的位置か人従

！川（（）位置にカが安わり，しだいにii'j滅 Jる，たとえば f

守、リス・フラシスの上うに。生産力の強尽につれしブ

ルジョア階級は新しい・進歩作用をする階級から，合い

・反動作用をする階級に転化し，最後にプロレタリア階

:iんによってくつがえ〈され，私有の J主；立子F設を奪われ・依

)j ！；， なくした附級に転化し，この階級もしだいに消滅「

る。プノレジョア階級より数が多く・ブルジョア階級とと

もに育つが・ブルジョア階級に支配されているプロレタ

IJア階級は，新しい力であって，初期の・ブルジョア階

級に従属するf，＇.どはからしだいに j！大になり，独立した－

m史で主導作）iJをする階級となり， J11iをには政村正を全品、

支西日階級となる（239＼このとき社会の性質は， 7討し、資本

主義社会から新しい社会主義社会へ転化する。これはソ

泌がすでに歩んだ道であり，す4、ての他の国が必ず歩む

工iである。

中国の情況につL、ていえば，帝国主義は半植民地を形

づくる矛屑（240〕の主婆な位置にるり，中国人民を抑圧す

るので，中国は独立国から半植民地に変わった。しかし
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事柄（241'I土、必ず変化するはずだ。双方が関手するなか

で，中日人；，~の・フJ r1 Lタリア府級の領導／）もとに育っ

てくるカは，必ず中間を半楠民地から独立閣に変えるは

ずで，常国主義は打倒iきれ・！日q1I司法必ず析中司iこ変わ

；：，だろう 241。

111中国からすf中悶への変化にi丸国内の古い封建勢力

と新しい人民勢力との問の情況の？を化も含まれているむ

,i, い封佳｝［（！！階級t判 fjj'jされ，支配者から被支F配者に’t
わり，この階級もしだいに消滅する。人民l土ゾ。ロレタリ

ア階級の償導のもとヤ，被支記者から支配者に変わるυ

このとう中「kJ社会の川｜誌は変化L，古い＇Mi"t民地・半封

建社会から新しい・民主主義の（！！44〕社会に変わる。

このfオ九、に転化しあう事情（245）は，過去に経験があ

~' O 300 :1:jriく中国i・ :!i:配した涜帝国〈蹴） ；士，辛亥革命

のとき打倒され，孫中山の領導する革命同盟会は，..-gt 

は勝利した。 1924～27年の革命戦争で，共産党と国民党

どが連（，＇..て南方♂）革命勢力〔 247I士，弱小tr.力（揃）主ι心

強大なカlこ変わり，北伐の！勝利をかちとり，かつてはお

どれる（叫〉北洋軍閥は打倒された。 1927if-，大a産党の綴

l持する人itのカ（250'i t，国民党反動勢力の！Tl字を受け，j、

さくなゥたが，自己の内なる日和見主義を？荷主草するや，

またしだいに壮大になった。共産党の領導する革命根処

j也では，~＇H'~が被丸町行から支配布令に転化し‘地主はれi

ばする（おI，転化をとげ之。世界；よ〉ねにこのように新し

いものがE甘いものに代わり，新陳代謝・除｜日布新・推陳

/IJ新が1‘jなオiれるの＇ 2't•， る。

革命制・'f>i土あるときは困難な条件が順調な条件をこえ

るが，このときは困難が矛盾の主要側面であり，順調が

川次的Gi,Ji~I ずある。 L泊、し革命党i~ fおむの符プlによって

[Jl難はしだ L 、に克m.·~ れ，順守1/jなおr局面がIJHかれ，関隊

な局面は順調な局面に席をゆずる。 1927年に中国革命が

大敗したあとの情7¥/;.25l •・中国紅軍の長fJにおける清況

, 253〕は，みなこうである。い主（7)中日戦争でrf=!j'司はまた

困難な位置にあるが，この情況（254）を変え，中日双方の

；青況（25，＼.を根本から変化させることがでさるり相反すら

・：青況（255Iで、順調札［トH¥fflこ転化しうる，革命党員が誤り

を犯せば，である。 1924～27年の革命の勝利は失敗に変

わったっ l'l27年以後下（iti各省Iこ楚反したw，：，；，打根拠地i土，

1934年宝でiιみな町役した。

学聞を研究するときの，無知から知へ（256）の矛盾もこ

うである。マルクスーt~の研兜企始めたが＼わりのときは

マルクス主：；，：，－を知らないか・あ？主り知らR工

クス主義の知識とはたがU、に矛盾している。しかし努力

して学習すれば，無知から知へ・乏しい知識から授かな

知識／、転化し， 7 ルクス主義に対する百円さからそれを

使いこなすところまで改めうる。

あるフ千肩はころではなνと態う入もいるのたとえば，

生応力と生産関係との矛盾では生産力が主要なもの・理

論と実践との矛盾では実践が主要なもの・経済的基礎と

上告~構造との矛店では経済的基礎が主要なものでありヲ

それらの位震がたがいに彩、化しあうわけではない，と。

これは機械的唯物論の見解であって，弁証唯物論の見解

ではない。たしかに，生産力・実践・経済的基礎は，一

般に；主主要な・決定的作用として現われるのであって，

これを認めないものは唯物論者ではない。しかし，生産

関係・理論・上部構造という側面もある条件では，主要

な・決定的作用として現われるのであって，これもi芯め

なければならない。生産関係を変更しなければ生産カが

発騰しえないときは，生産関係の変更が主要な・決定的

作肘をする。レ一二ンのνう「革命の理論がなければ，

革命の運動はありえない」というときは，革命の理論を

作り・提唱することが主要な・決定的作用をする。ある

！事約 257I （どんなお：柄（257’でも同じ）をやりたヤが，ま

だ与Ji・.方法.p十岡・政策がないときは，方針・方法・

計閣・政策を硲定することが主要な・決定的なものであ

る。政治・文化などの上部構造が経済i’i(J基礎の発阪を妨

げ口、るときは，政治・文化を革新する ζ とが主要な・

決定的なものになる。こういうのは唯物論に反するであ

ろうか J 反しない。なぜなら歴史の発民全体では物質

的なもの（2掛が防神的なもの＇ 25宮）を決定し・社会的存在

が社会的意識を決定することを認めるからである，だが

i司ll!yに精神的なものの反｛↑用・社会的U；識の社会的存在

に対士る反作肘・上部構造の経済的基礎に対する反作用

も認めるし・認、めなければならない。これは唯物論に反

するどころか，機械的唯物論を避け，弁d正唯物論をr.；，持

することである。

矛盾の特殊性の問題を研究するには，もし過程の主要

矛iβと非主要矛応およびイp行の主要fill］白と非主要jt{lj1i1iと

い勺 ・.，）の清iii'.1260）を研究しなければ，つまりこの：つ

の矛盾情況（261)のちがい〔262）も研究しなければ，抽象的

研先に陥り，一千！日背況（26[1；）：民体的tこわからず， χ，j行を

正しく解決するわ一訟も採L/1＼せない。 二の二つの利目情

況のちがい〔加〉・特殊性とは，矛盾するカの不均衡性（264)

である。世界には絶対的｝こ均衡（265）発反するものはな

く、均衡論（2661・平衡論イ267）に反対しなければならな

い。同時にこの具体的な矛盾状況〔2鎚〉および矛盾の主要

7r 



Ⅴ　矛盾する諸側面の同一性と闘争性

1971040074.TIF

一？……竺？”貧 料一 …s，一一

側面・非 E要但I］日iの発展過院における変化こそ，析しい ければ，もう一つの側面も存在の条件を失う。すべての

物事がJt',、物，ii:に代わる7]<J)現われなの r:ある。矛店 矛后してし、る物事・人々の心にある矛盾している概念は

のそれぞれの1日591+YJ街、270'＞な情況ののi令）＼：， jl妥矛raと どんな側tfriであれ独立して存在しうるであろうかコ 生

非J主要矛j百. L ~嘉手 11＂！·の flVJr!ri ,.2,1 ・と｝｜主要矛店の似ljjf11 なくして死なL，死なくして生なし。 I－.なくして下な L,

I 272' 0）研究こそ，革命政党がその政治的・ポ＋玉（内戦略・ i、f仁くして上な L,1！，，＼なくして福なく，福なくして禍な

戦術方針を iEL く決定するための坑~なカitnーっとな しっ順調なくして困難なく，関難なくして順調な L。地

ることに，すヘえでの共産党反は注立しなければならないζ 七なくしてノトf)'~t:ょく，小｛乍差是なくして地，J.:なし。ブノレ

ジョア階級なくして7＂ロレタリア階級なく，プロレタリ

V 矛店する諸側面〆：273：，々＇） r可ベtと闘争性： ア陪級なくしてフツレジョア階級なし。常国主義の民族拘i

正なくして植民地・半防民地なく，右a民地・＇H掠民地な

示！月の干干i扇1＇七・特殊己；主の問題がわかうたら，進んで矛 くして帝国主義の民放抑圧なし。すべての対立する要ぷ

j百jる諸［出町IIのliiJ‘性・闘争性の防組合研究しなければ はみなこうであり，ある条件で， －・i阪ではたがし、に対立

ならない l しつつ・他ー出ではたがいに結びあヤ・貰きあい・浸透し

｜可ー性・統→l生・」致性・たがL、にt乏透しあうこと・ あい・依存しあうのであって，この性）磁を同－'f'tという

!.'fiiljしあうこと・依介：（依：隙）しあうこと.*i'iびあうこ イ29］；。すノこての矛盾している側面はある条件ーで不l,i］一性

と・協力しあうとと’：271，これらの異なる名山tiななi五j ( 292：、をもってし、るので矛盾とよぶ。しかしlμJ--t'tももっ

じ；I｝味であり，次のこーつの情況をv、つごい－＇：，，. '.'f, Lは物 ているので，たが」、に結びあう。レーニンが弁証法とは

•Jrの発II'ii且 f't のひとハひとつの，275ノフ千！丹十之，，i1Ljifll]1fn" ,-t, 「対it:,.293）がどうしていI・ ーでありうるのかj を研究する

それぞれ＇ 2761対 ，＇iしている例Ji/riを「l心力存1EのIJliJ淀と L ことだといったのは，このf占i兄＇294、のことである。どう

双 ）jit A ペグ｝統イf;• 277 i (!) 11すにit存してヤること，写） 2 してかン たがし、に存在の条件だから。これが同イチーの

は干fr守して十，：，TJ.. /Jがある条件によってそれ手れ作j）返す (i¥ l 0)1295；，意義である。

る似lj凶に伝化「る二ど 12780 これ九が向性というもの しかしが百する双方はたがいに存在の条件をなし，双

である。 カは1,,j一t'[ーをも〆〉かん統 ・f本のうちに共存しうるとし、う

しーニン i:l:＇.、う，「弁訂正以？とはこの主うな Y説きある、 だけで十分であろうかン まだ不十分だ。矛盾する双方

すなわち対立， 279＇がどうして liiJ • C'あり， 280）らるのか・ がた治

｜可ーになる：2Rl1のか（同一に交わる 12R2のカ‘） ど／ν より i[（要なのは矛后している物事がたがいに転化しあう

な条件凋でたがL、に転化しあい・ Iii］ーになるのか 一人！日］ ことである。つまり（297）物事の内なる矛盾している両仮I]

の頭脳はなぜこの対，，： • 279，を死んだ・点るたまっ三ものと 白は，ある条件でゾこがし、に相反するOlli而に転化しあい・

はみ－f，生きた・条「｜的な・変わりうる・たがL〆、に十三化 対立する｛脱出と地位が転化しあう。これが矛Ii'!の同－t主
しあうものとみるへ：？なのか，を研究する！。 の第之の意義である。

レ一二ンの二のことばはどんな t芭I止か〆 なぜここにも同イ主があるのか〉 ほら（2981，支配さ

すべての・ 283 ＜過校の矛盾している存’.284側 IT11は，もと れるプロレタリア階級は革命を経て支配者に転化し，も

もとJこがいにj:)j：♀・闘争・刈乏しあー〉ているつ i世界のす とも土支配者であった力レジョア階級は，被支配者に転

べての物事のil'e¥N・ 人々の思想、；土，このような手l古慌を 化し，相手がもといた位置に転化する。ソ速はすでにこ

もっ側［可を合／しでおり，例外；主ないG lji.i)<li,な過艇にはー うなったし，全世界もやがてこうなる。もしある条件の

つお5のう千店だけどが，沌維なi品位：土J ,j j、上＇286：、の矛 もとでのつながり・ j,,j－性がないなら，どうしてこのよ

爪がある。それぞれ（287のコ千店も， fこがし、に手席をなし うな変化が生まれうるのか〉

ている。客観世界の寸＼ての物事・人々の思想；土，この 中目近代史のある段階である積版作用をした国民党

ように形つくられ・それらの動きが生まれる。 :-t, Ii'；］伝の併級十1：ど帝同J一義の誘惑（これらが条件）と

こういうと＇ 288＇，ま.＿，たく f日一ー・不統 Aであるのに， によって1927年以後Ii）存命に転化したが，中日矛店の尖

どうして同であり・統ーーであるというのかノ 鋭化と共産党の統一戦線（これらが条件）とによって，抗

もともと必后していとJ件〆289；側！日i士、｛Ir、立してはff有： I iに賛成するよう迫られている。矛盾しているもの（299)

できない。もしたがL、に対をなす2加）イP店の→側而がな はこれからあれへ変わる，その防にある同一性が合まれ

7よ
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てνる。

われわれの実行した土地革命は噌これまでもそうであ

ったし，これからもこういう過院をたどるであろう， i二

地をもっ地主階級は土地t；き階級iこ転化し・ u也な主農

民は土地をもっ小私有者に転化するという過程を。有無

. 1ヰ失は，どある条｛'I'でた出辺、にあ1びあ＼ ', 樹高｛土i司什：

をもっ。社会主義の条件で，農民の私有制はさらに社会

主義農業の止と有航；こ転fヒしよう， ア連はすでにこうなっ

たし，全世界もやがてこうなる。私有財産と公有財産と

の問にはこ九らからむこうへ（3附の橋があり、哲学では

同一性・たがいに転化・浸透しあうという。

ヅロレタ Jア独政・人民独裁，をかためるとは，まさに

この独裁を允くしどんた国家制度をも消滅させる・よ

り高い段階への条件を準備することである。共産党を樹

立し発展させるとは，共fit党と十べての政党制度をげi減

させる条件を準備することである。共産党の領導する革

命濯を樹立し・市命戦争を進めるとは牧争を永遠に；；＇ j滅

させる条件を準備することである。この多くの相反する

もの .101〕｝士、同時に相成るもの，302）である。

みなが知っているように，戦争と平和はたがいに転化

しあう。戦争は平和に転化する，たとえぽ第 e次世界大

戦い戦後平和に転化しf二L，中国の内戦もし、主iまやみ国

内は平和である。平和は戦争に転化する，たとえば1927

年に同共行作は戦争に転化した L，し、士の世界平手n内局

面も第2次世界大戦に転化するかもしれない。なぜこう

なの：l>? 陪級干」会の戦下・平和とい c，矛盾してし、う物

事は，ある条件で同一性をもっているからである。

すてての矛盾していと；ものoo:i，は，えがU、心つながっ

ており，ある条件で統一体として共存するばかりでなく，

ある条件でたがし、に転化しあう，これが矛盾の同一性の

意義のすべごである。レーニシが「どうしてi,,J-fこなり

（同一に変わり）一一どんな条件でたがいに転化しあい，

同一になる山か」というのは，ごの意味にほかならない。

「人間の頭脳はなぜこの対立を死んだ・かたまったも

のとi主みず，生き／ヒ・条件的な・変わりうる・たがL、に

転化しあうものとみるべきなのか」？ 客観の物事（304)

は本来こう之からマある。客観の物q引の矛［[fしてヤる諸

側面の統一・同一性は，本来死んだ・かたまったもので

はなし生きた・条件的な・変わりう＜S•. , F 時的・杓対

的なものであり，すべての矛盾はみなある条件でその反

面に転化する。この情況が人々の思想、に反映し，マルク

ス主義の・唯物弁証法の世界観測5）仁なった。いまの・

涯史上の反動的支配階級とかれらに奉仕する形而上学だ

けが，対立する物事を生きた・条件的な・変わりうる・

たが，，, Iこ転化しあうものとみず，死んだ・かたまったも

のとみて，との誤〆〉た見わ（306）をいたるところで宣伝し

．人民大衆を惑わし・その支配を続ける目的を達しよう

とする。共産党員の任務；t反動派と形而上学の；呉った，U
想、をあばき（307).物事本来の弁証法を宣伝し・物事の転

fとを［肥し・革命のH的を達することである。

矛盾がある条件で同一性をもっというのは，つまりわ

れわれのヤう矛盾が現実的・具体的矛后であり，矛盾が

たがいに転化しあうのも現実的・具体的だということで

あるい

神話にある多くの変化，たとえば『山海経』にいう「脊

父，太陽を追う」とか， 『准南子』にU、う「弊，九つの

太携を射る」とか， 『西遊記』 ic'.いち孫悟空の七十二

変化とか r柳斎志具』にいう多くの・狐が人にパケる物

語〔308）など，神話で矛店がたがいに変化するというの

は，無数の複雑な・現実の矛盾の変化が人々に引き起こ

す幼稚な・恕像の・主観の幻想の変化であり，具体的矛

盾が具体的変化として現われるのではない。マルクスは

いう『 「どんな神話もみな想、像によっ亡・想像を借りて

自然カを征服し・支配し・形象化するから，これら自然

jJが実擦に支配されるや神話もなくなるJと。この神話

の（また童話の）千変万化の物諮は，自然力などの征服

を恕燥したものであるから，人々を喜ばせる L，よい神

話は「永遠の魅カ」（マルクス）をもっているが，神話は

具体的矛后のある条件を根拠として構成されたのではな

し現実の科学的反映ではない。つまり神話や童話で矛

盾が構成する諸側面（309）は，共体的同一性ではなく，幻

想的同一村にすぎない。現実の変化の同一位の科学的反

映こそ， 7 ／レクス主義の弁証法にほかならない。

なぜ卵はひよこに転化するのに，石はひよこに転化し

えないのか？ なぜ戦争と平和は同一性をもつのに，戦

争主石i土！，i］－位をもたないのか？ なぜ人間は人間を生

めるが，他のものを生めないのか？ ほかでもない，矛

盾のI,百一門はある必要条件を要するからである。ある必

要条件を欠けば、，どんな同一性もない。

なぜロシアでは1917lf-2月のブルジョア民主主義革命

が同年10月のプロレタリア社会主義革命に直接つながっ

ているのに，フランスのブルジョア革命は社会主義務命

に直接つながらず・ 1871年のパリ・コンミューンは失放

に終わったのかコ なぜ蒙古・中央アジアの遊牧制度も

直接lこ社会主義につながったのが？ なぜ中国革命は資
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Ⅵ　矛盾における敵対の位置

1971040076.TIF

宮古里ヂ岬町苛首E 料叩一一’…一一一一一一一千竺一一一戸竺担？一＂＂~－－－~＝せ？？一”…一色竺ヂ

本主義の道を避け社会主義と直後つながることができ，

西洋諸国の膝史・占い道ぐ310〕を歩む必要がなく，ブノレジ

ョア独裁期を経る必要がないのかフ ほかでもない，み

なそのときの具体的条件によるのである。ある必要条件

が備われば＇， 1＇’j t，：の発展i品収にある矛盾が＇ L玄;/l、この

・これらのオi1日；上たがb、』こ依存・伝化しあう、：＼ιない

とすべてが不可能である。

[,i］一件：の問題はこのとおりである。では，闘争性とは

何か？ l"J I＇！と闘争性どの出 J;f,iどうか J

レーニλ よ、、う， 「対立.3ILG＇＞統一（寸＆： . j,ij ・合

一（312l) ft，条件的・一時的・過渡的（313）・相対lのであ

る。たがいに排斥しあう・対立の闘争が絶対的なのは，

発展・動きが絶対的なのと同じである。」

レーニJのニザつことばはどんな怠味か？

すべてιi品千＇，！＿iこは初めと終わりがあり， れ、てじっ過程

はみなその対立物（314）に転化する。すべての過程の不変

性（315）は相対的だの1，ある過程が他の過程に転化する白J

変性〔316)i主治吋的である。

どんな門 fU.1劫きもこ，> c') 状態＇317）をと ；：，, li i社約書事

止の状態 lJ7• I，長著に変動する状態（317）と ・c-あろり二つ

の状態r317）の動きは物事の内に含まれる二つの矛府して

いる要素がたがU、に闘争しあうことによって引き起こさ

れる。物 fJ,/J助主が第1ゴ〕IJ、態にあるときe土，数が変化

(318）するどけ川生質は変化しなぜ、ので，ち仁うど除止し

ているようにみえる。物事の動きが第2の状態，c:あると

きは，第 lの状態の数の変化がある極点に達し，統一物

(319〕を分解させ・性質を変化させるので，顕著な変化に

みえる。 IJ 市立J舌にみる~l-·,11結・連合・ぷfU ・均勢

・対峠・＿if忍首・ i'f［，止・恒市.； ~Jiff,，・凝集・ i内，J！などは，

みな物事のj員の変化の状態で現われる。統一物の分解，

つまり団結・連合・調和・均勢・対峠・『号、着・静止・恨

常・均衡・：夜祭・吸引などの状態が破れ，情ばする状態

に変わるの；主唱物事の質の変化の状態で，ある過院が池

の過程tこ変化するときに現われも。物事はいJ Yも，JiDの

状態、から第2の状態にたえず転化し，矛盾の闘争は二つ

の状態を通じて存在し，第2の状態を経て矛盾が解決さ

れる。 fこA' じ、対立の統仕条件的・一時；＇ f'.J・4、11.:rt的で

あり，対包がたカ2いに排除しあう闘争は絶xr的てある。

先に，二つの相反するものには同一性があるから河者

は統一体のうちに共存（3劃でき・たがいに転化しあえる

といったのは条件性のことである，すなわちある条件で

矛盾するものは統ーでき・たがu、に転化しあえるのであ

って，ある条f宇治2なけれは示r(iとな担えず・共存（321)で

74 

きず・転化もしえない（322)0 ある条件でのみ矛盾の！己j ' 

性が構成されるから，同一性は条件的・相対的である。

いまひとつ，矛盾の闘争は過程を初めから終わりまで賞

き・ある過程を他の過程に転化させろのであり，矛盾の

闘争はどこにもあろ，だからこそ，f'析の閣争性はJ!¥E条f'f:

fドJ.絶対的であるイ：J23)0

条件的・相対的問一性と無条件的・絶対的闘争聞とが

結介（324）しあって，十べての物事の矛盾の動きを構成す

るらわれわれ中凶人はよく「相反し，初公る C325lIとし、

うy 付i反するものはお）；主同一位をもつどいうことだ。こ

の一二とばl土弁証法であやて，形而上学ではない。 「相反

ナる」とは，矛盾する阿側面がたがいに排斥しあい・闘争

しあうことである。 「相目立る」とは，ある条件で矛盾の

｜山HlliJ1f1iがたがいに結びあい，同一住を得ることをし＇ 'Jo

闘争ドil土同一位のう hにあり，間争ftがなければいJ一l'J:

はない。

IF司ー性のうちに闘争性があり，特殊性のうちに普通性

があり，個別性のう九に共通性があるυ レーニンのこ！？

rte，、えば， r w tr（めたものはかのなかに絶対的なもの

があヨj。

日矛盾における敵対（328）の位置（336〕

手前の鏑争性の問題には，敵対とはなにかという問題

が含まれている。われわれの答えは，敵対とは矛盾の闘

争の一つのかたち（329）であって，すべてのかたちではな

,, '' ということである。

I, il'I史には階級の敵対が存在し亡し、るが，これは手析

しつ［ふ百／r，の特殊な現われである。搾取階級と被搾耳元階級と

の矛盾は，奴隷社会であれ・封建社会であれ・資本主義

社会であれ，たがいに矛盾している両階級が，長期にわ

た yて一つの社会にた存（3却し・たがし、に闘争しあって

いら、だが雨階級のイ叩ーがある段階に平進展するやラ双・Jy

は公然fこる敵対のかたちになり・革命に発展する。階級

社会の平和から戦争への転化もこうである。

爆弾がまだ爆発しないときは，矛盾するものがある条

件で統一体のうんにj昨存（331)してL、るときであるし新し

い条件（点火（332））がよll.われるや爆発が生まれる。 n然界

のすべてが最後には外的衝突のかたちで旧矛盾を解決し

．新しい物事を生む現象は，みなこれと似た情況である。

さの情況を認識することがきわめて重要である。三れ

によって次のことカリフがる，階級社会では革命と革命戦

争が避けられないこ E，それなしに社会発展の飛躍を：，'E



Ⅶ　結び
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，＆させ・反動的支配階級全： J Jぷえし・人民に政権を獲

行させることはできなU、τと，が y j七！｝［会党員は社会革命

:t必要ないとか不可能だど /J、L、う！人：Ji!Ji1（しう欺織立伝をあ

:tc:: • 7 ／レケス・レ一二＞.ic,1¥c1＞社S';;Jf，命論を昭持し・

人民に次のことをわからせなければならない，十i：会革命

は全く必要で、あるのなならず全く白rn起であること・人主（i

の腐史全体とソ速の勝手ljがこの科学的l':U唱をJJEゆ｜してL、

るのだ，ということを。

どがそれぞれの矛盾の別予♂川；？＇日己it.'L本的に研究しな

ければならず，上に話した三とよ士すマ、ての物事に不適巧

にじう〉てはめではならない 子 i(r と別ど｛• 三（主普遍的・絡tt

(1(Jだが，矛盾を解決する lji:Jc.十fζh「，＇；刃争のかたちは

子！行川性質が異なれば異ならっ公然円。ト次対門ーをもっ矛

盾もあれば，そうでない矛盾もある。物おの具体的発M

を根拠として，もともと非敵対的であった矛慣が敵靴下j

なものに発展することもあれば句もともと敵対的で、あっ

た矛盾が非敵対均なものに発換することもある。

.＼，す一党内の正しい思想、左許可JFて明、将、その矛盾は，！｝むに

,/iしそように階級が存在十ると雪iJ}''i"i＆手箔ーの党内への

！ιII＇）＇.マーある。この（ 333）矛！日；上初／1；士・＇.！ t.J',Jljの潤題では．

必ずしも直ちに敵対的な（.九三 L仁川わ凡るわけではな

～だが階級闘争の発展；：：./ ,.t l ~' 二J）」rA青も敵対的な

ものに発展する可能性がある。ソ連共産党史が教えてし、

るように，レーニン・スタ…リンの；1EしL＼思想と卜口、ゾ

キー・ブハーリンらの誤った思想との矛盾は，初めは敵対

的なかたちとして現われなかったが，のちに発展して敵

対的なものとなった。中国共産党史にもこのような（334)

i?r，兄があった。わが党内（＇）；与し＇ 11≫1ム； ν＇＞1Fしい思想、と練

H！秀・張国是らの誤ったiぷ也 I::／）イバ斤：t‘敵対的なかた

んとして現われなかったが，；けむに＇. i'¥l>t'して敵対拘なも

｛りとなった。いまわが党11Fl〕iしし・.＇,!l.. 1J,lと誤った忍想と

の矛盾は，敵対的なかたちとして現われていないが，も

し誤りを犯した同志がその誤りを改めうるなら，敵対i均

なものに発展することはありえない。だから党は， --JS 

で誤った思L想、に対してきびしい繍争を進めるとともに，

他方では誤りを犯した同志に対して自’必の機会を十分に

ぽ似しなければならなL、 このよ・） ;¥; d:J ＼）情況で，ゆき

すまた闘争は明らかに不1肉、＇＇1ごわ心けだポ誤りを犯した

人Iii]刀工誤りを堅持し・拡大十 l主なら， この矛盾も敵対的

なも l乃に発展する可能性があふコ

都市と農村との経済的手f出土，資本と義社会（そこで

はブルジョア階級の支配する都市が農村を残酷に掠努す

る〉および中国の国民党支配地区（そこでは外国帝国主

誌と 1・1凶の買弁大プノレジョア階級の支配する都市が農村

じみtして野笈きわまる掠奪をしている〉では，きわめて

倣社，'i'-Jな手応である。だが社会主；i宝よ吋お上び、jヲカt1事命根

出i也

！－義付：会に逮するやこの矛盾は消減するo

レーニンはいう，「敵対と矛盾とは，はっきりちがう」！

？｜；会一t義では，敵対は消滅するが，矛盾は符在するJo

つまり敵対は矛盾の闘争の・つのかたちにすぎず，すべ

のかとt,Cはなし、から，この込ょにtcど－どにもあてはめ

ぺ三と it，ござt;;.v、。

四結 び 1337)

ここまでくると，いくつかのことばで総括できる。物

1i:・の矛盾の法民lj，すなわち対立と統一の法則は，自然と

社会の根本法見ljであり，したがφ て思惟の機本法則jでも

ある。それは形而上学の世界観とは相反する。それは人

郊の認識史にとって大きな革命であるo 弁証唯物論の観

)'i によれば，矛盾はすべての客｛ほの物事・主械の思惟の

d:，山’に｛｛{IL，すべての過程を初めか人終わり士で貫く，

JL/J；矛行の普通生・絶対性でふる。矛后じ亡し、る物事

J5上コ：u，とつひとつの側面にi立、それぞれその特徴があ

IJ，一二れがJ’盾の特殊性・相対ヒEである。矛店している

物事はある条件で同一性をもつから，統一体のうちに共

存でき・たがし、に相反する側面に転化できる，これも矛

ほの特殊性・相対性である。しかし矛盾の闘争はたえる

ことなく，共存のときも・たがいに転化しあうときも闘

'i切込む伝し、とくに転化しあうときは闘争の現われがよ

り胤'f'J'T＇ある，これも矛盾の普遍 it.絶対性である。矛

！パーの特珠山・相対性を研究するときは，矛屑と矛盾のfll_q

1l1iとのi要・非主要の区l}ljに注立L，矛盾の普遍性・溺

ノhtーをfiffJc t-るときは，それぞれの異なる闘争のかたち

のぼ日ljに注意しなければならない，さもないと誤りを犯

す。もし研究会経て上述の要点がほんとうにわかれば，

マルクス・レーニン主義の基本原良ljに反する・わが革命

事業に不利な教条主義の思想、を打破することができ，経

験ある同志たちに自らの経験を整理させ・原則性を与え

派民主義のぷりをくり返すことを避けるこ ξができる。

二れんがよH古の法WJを研究した簡単な結び（337）である。
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(4品） 〈弁dlllf:物論〉 既；j・／はすへて「弁,ilE/主的llj!牧l

ぷu
(49) 〈各種〉 国青「あムゆるじ岩河口、ろい7,J,

平新河外中「さ τべ主j

「50) 〈了解〉 以下寸ベて「原解（ナる）Jと訳九

(51) ( J日時.y.命’実践的発IF¥¥) 函「本命的喫i丸山発

似合指導j，岩「11¥:(,,;(tJ＇実践 J勺発肢の指J持FJ，平「ホ

命指if1.）＇安子立を発展j，青「革命的実践のlfii立の発侠J,

角「苧命’うた2践しり発咲きと指導ム新「 1（，：命の実践の発~主・

.. をみちがL、て J'；可「本命的安l!-主J）発！員全どj{'yi存j，外

「午命／）’だ目立の発岐を／， r, r川、てj，中「If命山守cW主主

将き，発展j

(52) 〈為了這l!li!縁政〉

(53) ( 一VJ) 毘青新河外「あらゆるj，岩平中川

ヘ－， J> I，角［ i小川j

(-'14) < !I] ・> 国 f.h k)Jノ：：， I，者「すへと山 l，平

角新外「と，，， I，言fft.-、fH nJ，河［ど，，， I: V パ，
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中「個々のJ

(55) 国岩青角は「一つの矛盾」ぞしている。品ン

,, ・L アの訳ド、呪った，・＇ f Fろう。 ~ ：＼｝転のヲi111ι：； と

わりに訳すべきではないのだろうか。

(56〕 〈対i'r統一〉 関岩平育「対E物の統一J，「対

,・・ ..統 J，新河外中 rl,; ,'r面の統 L河を（2))ii絞

せよ。

(57) < 切〉 既訳はすへて「すべての I, (53）と

:1斜せよ。

(58〕 < ff兇〉 周平脊角 rn：；見」，瀦「号えj，新河

外「見解J，中「見方」

•:39) ＜瓦「l！；凶〉短青「矛｝百！｝点ii＼凶jJ' ；吉平角

「；fl自の制IJITriJ，新河「:tli'iした例J]f1jJ，外中「オ j円ず

る側［白」

（川〉 〈相l1,.u頼和-t!I1, '!ii争〉 011,. Jは r11: 11. ,. 

〈丑；相〉は「fこがし、にj と訳しわけることに1る。

(61) 〈運動i限式〉 既ぷは「運動形態J

(ii2) く験出｜生的運郵， 国岩平背負「）J’芥（I']J'l＇恥 J,

新河外中「機械的運動」

(63) 〈機械「内移d均〉 筒岩平青「，1

角「 .•J学的伴川 I河の運！ド！’新河外 fl;; .（；｛.的九色 fιlr¥ ｝移

動」，中「機械的移動」

(64〕〈有機：t.命〉翻溺背角新河外中 I付機的＇L

c,(f l，平「111号1,) ）生命j

(65) <tii .，制〉 国猫背角新河タト中 iおのわ ；j ,:.., J, 

平「どし7〕」

(66) 〈物（j.> 菌岩中！ ・11：物j，王子［物件J,i片角外

i＂川；物 j，新j可「諸物11,

(67) 〈康生〉 圏岩「定立」，平青角中「うみだし・

'I,, j三LJ，新河外 rli¥'Jり

(68) 〈人〉 l屯訳は小、ご「人l/',IJ

(69) 〈無限〉

(70) (},;; 

(71〕 〈人：l''J.: 調岩討角外中「人・：：：，平「官，，＼＂人 J,

新河「各人」

(72) 〈人切〉 函岩平青角「人類」，中「人｜河J，新

河外,,Rさずぐ

(73) 〈無能〉

(74〕〈ヂ I，六？竹中今険者「オj前Lr:J，中は「乎lr"i

(75) く！附札〉

C76) <wり記〉

( 77) ( i,; > 遺角新河タト中「7 '_ ？とトと r ． つ

78 

’つひとつJ，岩青「あムゆるん平「どれもj

(78) 〈益奥〉 闘を除雪「業呉」，国は「民思IJJ

(79) 〈存主主矛li!i> 国岩青新河外中「存可J!.(r'J矛活J,

平角「拝観矛！円」

(80) 〈主観的！/I!,;t目〉 掴岩新河外「主観的（な〕忠

明j，平角中「主観！パ・＇＇.＇ :¥l.l-J，青 Ii鋭の.＇.＇..＇. if’」

(81) 〈白此肴来〉

(82〕 〈本観現象〉 閤岩青新河外「客観的現象J，平

角中「’存協］児象j

(83) （！，ぷ忽現象〉 関「，U組、上(7）現象j，岩「思考 I・.

，！）羽象J，平角新河外中「虫、位、現象J，青「思仰の現象」

(84) ぐ；，，極〉 国岩青新河外「：のよう ff！，平「 F

,l)」，角「こういうJ，中「こうしfニ」

(85) (i，，煩〉 国経青新河外中「こうしたJ，平角

［この上.・， i; J 

(86) 〈形態〉

(87) 〈差別性〉 園繕「ちがし、J，平「区別J，青角

! i的資d ちがし、J，萩河外 f差J{,'o{l_J，中「科目 ｝）相違i

〔88〕 〈任何〉 掴岩膏新河「どのようなJ，平角外中

「どんな」

（お9) (Jrlt1f通が）、〉 函膏新；可外中 f普通人（むつ）J，岩

角「鼻持的なJ，平沢さず，岩角lj宕波文時，，沢『析学ノ

ト』（ 2分冊198ベージ〉によったのであろう。

(90) 〈恥苓本がJ> i'.fil膏新河外中「根本（J'Jl(j，岩平

角「県本（1YJな）J, ＜民本〉を Pi：本j と（たのでll 

く桜木〉とl又別できなくなる。

(91〕 < iii常見!'Jf.j) 函新河外「大量にみ＇ 'Lるj，右

手奇角川＼量的（コ）J，中「ありふれたJ,！大量JJ: 

いう訳絡は前掲『符学ノート』によるのであろう。

(92) <YP子常自I'~ ＞包平膏角新；可外中「 il'l't 的（な）J,

岩 r'l'f,i111: J，岩は 1]1j掲『哲手ノート』＇ . .tるのであ

ろ号。

(93〕 〈学会〉 環育「まなばj，岩「学びとら」，平

体得すJ，角中「三件！J，新河外「身につけj

(94) 〈一切〉 関岩平青角「すべての」，新河外中

「あらゆるj

(95) ( /Ji，ー・〉 南背中「そnぞれのJ，表角［すベ三

の」，平「どのJ，新河外「一つひとつの・一つ一つの」

(96〕 〈現在〉 図背「こんどは」，岩角新河外「これ

ウ， ,, .J, :;iz r・ これ j '・' ！，中 Pu・1，さすか仁ごのくf五

千；：）のがはilI., 、n

(97) 〈情If;) 関宵［角度J，岩新河外中「：伏i何J,

平「状iけ，角「l/JNJ 
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(98• 〈井純物資運 ,c，形式〉 廼「い；＇，•.、んな物質

の_I, 草署管新河外中「物資のさまさまなJ，平「f草々の

物質のJ，角「物質，｝）種々の」

(99) < l"i Ii f内毎一事Ei車i防M式〉 蜜新河タト「物質の

・，_) ( 'i とつ） }) J，宕青中「物質ノ〉… jl rιJしのJ,

平 rr;tt ーのj，角「物n.，運動形態｝じとつひと

つ」

(1閃） 〈各種〉 悶岩新河外中「さまグまなJ，平角

「徴々 fl，青「あらゆふ｜

(101) <! I妹点〉

〔102) 〈質的区別〉 綴樹新河 I質的（な） [>{ )jljJ，平

角 rn i) tメ日ljJ，青「質的差輿J，外「n的なちがし、J,

中 r・u:'11；にベ［j主」

(103) < 1！何〉 国青「レ.＇ ! J，岩「あ，.，レ）） , ..，平角

新河タ卜 i.；；.なろJ，中じんけ

(104〕 Gd穏〉 角を｜糸きずベ亡「こ JJJ，角は「こう

(105) ，，，＇；種〉 国宕角新湾外中「さ，・＇ J ¥J，王手

「種々 日 I, 'i 「あらゆと」

(106) 〈免戸・発泡・発熱・電流〉 既訳は「責・

光・熱・官am」

(107) ,CC有這些物'fi((J，主的形式〉 開［物ヒl＇）あら

ゆるこれ j，岩新河！これ （の）物民、・・.＼ 少るJ,

平「： jI fJ質の運動 11；）巳it：とごとくじ育 i物資れ

すへてのこれら刀j，角「あらゆるこうした物質の」，

外「これよ〉物資のJ，中「これら物質の運動形態はす

べてj

(IC財） ’i1;-a 物質的還財 Ii五it>顕「それぞれの物質

のJ，岩「；均貨のあらゆるJ，平青「どけ物資の」，角

「物質の運動形態のひとつひとつ」，新河外中「物質の

それぞれの」

(109) 斗種情形〉 正面「こ！勺ような年ili'i，，岩「この

よう：七fi' l竜平「この lうヘ lk態j，膏！こ ;: ）な伯ー

況」，角「こういう情況」，新河外中「このような状況l

(110) ＜毎種〉関「それぞれの」，岩「あらゆるJ,

平青「三cつ，角「～りひとつひとつj，新河外「一つ

一つ（什とつ）のj，中「～；u、ずれもj

(lll) くrJ会形式和しが＼ !jiヌ〉

(112〕〈京；・〉

(113) （；築 a 積〉

(114) 'if A 門〉

(115) 事物〉

(11付） ( ii'！事物〉

(117〕 〈人買え，；：，.；議運動的秩序〉 ~「人類の認i識が 1

すんでゆく！｜凶序J，岩膏角新河外中「人類の認識（の〉

運動の順序J，平「人類が運動を認識する順序」

(118) 〈誌やい 函膏角「し、ろ l' fうυ）J，岩新河タト中

寺まざまな j，平「多様なJ

(119〕 く各鐙〉 閣膏「いろいろなの」，岩新河外中

「さまさまなん平角「種々の」

(120〕 〈科学的ガ法〉 角を除き「科学的方法J，角

u f科学のl!ilU

021) ( ?r 'ijrj) 国岩膏角「ユれそれのJ,JJ1: r w,nJ1J 

的」，新河外中「さまさまなJ

〔122) 〈諸積〉 国青角「いろいろの（な）」，岩中「さ

：γまなJ，平［街々なJ新河外「ヂれぞれのj

(123) く1U －~司大系統的物n ，望動形式的特殊I切手！山

性〉 濁平「それぞれ（の大き匂）体系をなす物質のJ,

岩「物質の議運動形態のそれぞれの大きな体系のJ，瞥

「物質の運動諸形態のそれぞれの大きな体系におけるJ

角「ひとつひルつ！）たきな体系をな 4物質のJ，事行河外

［干：，nの－－つ作七マノ（一つ）の大、 ！； if：系をなす（L しマ

u））運動形態J，中「大きな体系としての物質の運動形

態がそれぞれにもつJ

(124) (tiJ f古i物質運動形式〉 民平「それぞれ♂物

'(I• 〕 J，岩青中「1をl n のそれぞれ＇.•J，角「ひとつひ 1

) ＇）物質のj，新河外「物質のー｝ひとつ〈一つ） "' I 

(125〕 く発民主主途〉

(126) 〈過程〉

(127) 〈→i心 函岩王手膏角中「！べてのj，新汚外

「あらゆるj

(128) 〈主t－個〉 国青中 r'E－れぞれの」，岩「必J,

平訳さず，角新河外「ひとつひとつの・一つひとつの

．一つ一つの」

(129) 〈寸：庇的－WH意造的〉

(1却〕 平角中川 6文，他Ltl文

(131) 〈諸種〉 園岩角新河外中「さまさまなJ，平

「街々の」，育「このような」

(132) 〈事情〉 平を除きすべて「こと」，平は「も

(133) 罰青外中 3文，岩4文，平角 5文，新河 2文

(134) ＜総体〉

(135) 〈相互聯結〉

(136) ＜九万［位、〉

( 137) P子1：イ（ょ jへて 3文

(138) くれ被ri:iu階級〉 !:fil膏（そ Hぞれの被IfiJJ!if', 
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級J，岩「fLL!きれた諸階級J，平角「被IF/1，，丹市役J,

新河外中「被抑圧諸階級」

〔139〕 〈各個反動的統治集団〉 調新河外中「それぞ

れの反動的（九）支配者保団j，岩「反動自り行主配者の

諸集団J，平角「反動的諸支配位団j，膏「あらゆる反

動的な支rV.円昨団J

(140) <~fr) すべて「それぞれJ

(141〕 〈純一〉 潤角新河合ト「 n つ一つの・一つひと

つの・刊、二 r , （トとつのj，岩膏「それぞれ.， i司平「一

つのJ，中「＇：.＇， j々 のJ

(142) 〈各fl/,j) 圏平瞥新河外中「それぞれのJ，岩角

「諸」

(143) 〈町、fノド〉

(144) (W 1，聯結〉 園岩育新河外中f紹 ／（ ！引 rfっ

きj，平角「十！｜互：結合」

(145〕 〈各個〉 角を除き「それぞれのJ，角は「諸」

(146〕 〈低一〉 国新河外「一つ一つの・一つひとつ

のJ，岩「得｜，平「どち ＇）') J ，青角 fそれ~ H, >J, 

中『個々 7」

(147) 〈各〉 園岩平瞥「それぞれj，角「ひとつrJ

とつ」，新河外中訳さず。

〔148) 〈ボ干の 露膏「事附L 角外「て tj岩平新

河中訳さ寸 p

(149) (If H) 園岩育「なAらかのj，平予言［し、か

なるJ，新河外「どんなJ，中訳さず。

(150) 〈悩域的作風〉 関管「非常にわるい活動形

態J，岩中「 7わめて悪い「l日1,J，平「よソ心、似i句J,

角「きノ Jゲ！ ' tくない傾HI，新河外「JIJ;'；，・わるい

作風」

(151〕 〈主観性・片面性和表面性〉 中を除きすべて

「主観性・ 4 菌性・表面性」，中は「主観的・ 4 箇的・

表面的J

(152) ＜＂作物的観点、〉 国青「唯物論的＼，£ /j J，岩「唯

物論的見地J，平「唯物論の立場」，角「唯物論の見か

たJ，新河外「唯物論的観点」，中「唯物論の観点J

(153〕 〈作方〉 国青中「それぞれの狽1；百七ラ岩平新

河外「件川jiri I，角「諸州tfriJ

(154) （色f本〉

〔155) (1: I菌性〉 中を除き「一面性」．中は「一面

的であること」

(156) < j~ 面性〉

(157) ／！日相〉

(158) (t観的・片onr1'J拘l炎面的〉

Bo 

(159〕 〈片隔地J1史表面地〉

(160) 〈這積〉 悶岩青新河外「このようなj，平角

「このJ，中「こうした」

(161) 〈是主飢下義的〉 湿岩管室青河外「主観 YA

!YJ. i，主事角中 f主i主主義j

(162) 習岩青新河2文， 1jl:角外中 3文

(163〕 〈相互聯給〉 国岩平「相五（の）関連」，背「相

E；のつながりJ，角「相互結合J，新河外中「相互の結

j ；ラJ

(164) 〈根本J予防〉

(165) 〈情形〉 閣情「事情」，岩新河外「状況」，平

「状態J，角「情況J，中「様相」

(166) 〈自 Ill資本〉 国平青角「LIi力資本J，岩新河

外中「非独占資本J

(167) く不千唱r) 国岩膏角新外中［不均等j，平河

「不均衡」

(168) 〈状態〉 国岩青角新河外「状態J，平中は訳

(169) 〈情形〉 麗「諸事情J，岩新河外中「状況J,

平角訳さず，資「諸情況」

(170) 〈領導〉

(171) 〈面貌〉 閣岩膏「相貌J，平角新河外中「様

(172) 〈調I[) 環青 f色調J，岩角 r＜再）編吠J,

卒新河外中「配置（がえ）J

(173) 国岩新河外 1文，平脊角中2文

(l74) く締盟〉 理青新河外中「1,,J5立体j，岩角 11,,J

日tu，平［連合体j

(175) く相反〉

(176) 〈種種〉 飼育「いろいろのJ，岩平角新河外

中「さまざまな」

(177) 〈種種〉 関脊「L、ろいろν：）J，岩角新河外中

［セまざまなj，平「多様j

(178) 〈種種〉

(179) 〈何種〉 圏岩青新湾中「どのようなJ，平「い

かなるJ，角「どういうJ，外「どんな」

(180〕 〈主縦断怠性〉 国岩膏新河外「主観的〔な）

任意性J，平 rt鋭flわがままJ，角「主観の任怠ltJ,

中「主観的怒意」

(181) 〈任何〉 国青「いずれのj，岩角外中「どん

U，平河 ft,、かなるJ，新「どの上うなj

(182) 〈這締〉 菌岩膏新河外中「ごのようなし平

角！このJ
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(183〕 〈社会歴 •）： ＇，；也穣〉 認岩青角新外中Pt会の際

史（的） ,ti r,/J，平「11λ歴史'JJfJI，河lfiJ：更の過fi'J

(184〕 〈各急不問〉

(185) t基本矛問、 国岩青新；可外「世相内矛j宵J,

平角中「；，γ本矛盾」

(186〕 < ii，布制的私人性〉 箇岩青中「所街の私的性

質j，平角「所有 T TUr；性J，新潟「所有吋ノ仏（内科絡j、

外「占イl, ＇個人性」

(187) 〈極其広大〉

(188) ど普遍性IIγJr西〉 R岩青中「持、：qVIである t

のj，新河外「背 1,11主であっ hi. , ,J，平「 （； 幅約fJ.i, 

のJ，角「千年j極的であるものj

(189) （特殊性〉 商岩青新河合ト中何十妹t!J，平角

「特殊「＇J七 I】のj

(190) 〈生産社会化〉 E量管「生産の社会性」，岩角

新河外中「生産の判竺化J，平 r;t会化ぎれた生産J

(191) f私人佑／；'.Iii) 萄岩青「所布J1Tl、（！＇） 性質J,

平角新河外中「私的所有市！JJ

(192) ＜這種〉中 t除き jべず「こ (J,i、中は「こ

うしfJ 

(193〕〈ー〉

(194) ’諸矛盾／

(195) ／不但虫illll_)

〔196) 〈這種〉 圏岩背中「このような」， :,iz角新河

外「ニグ〉」

(197) 〈這種〉 司平青角新湾外 fニf' j，者中「こ

のようなJ

(198) 〈主観随怠性〉

(199〕 ’客観がrt除運動〉 隠青新河タト「存続的な＇ Jc:

際（vワ）運動」，岩角「客観的な現実の運動」，平「客観

の実際運動」，中「じっさいの客観的運動」

(200〕 〈相互関J不〉

(201〕 く；主主主〉 潟平青「ふうした」，嶺新河外中

「こ dうような」，角「こういう」

(202〕 〈主要的 f/1方面〉 ［花，；；はすへて「矛盾のi

要な倶，j引」

(203〕 〈情形〉 摺宵「事例J，岩新河外中「状況」，

平「：Ii:＇！巳」，角「 li'i氾」

(204) d一種〉

(205) 〈必有一種娃……〉

(206〕 / f:l由資r＇（日l級〉 深「ド1由主義的／ノレジョ→

ジーJ，岩「非独,i;／ルジョ／階約j，平角「自由プ ν

ジョア階級」，青「白 IE主主主ブノレジョアジー J，新中

「－Ji＇狙r,1, 7・ノレジ 3 7ジ－J，河外 f非狭山ブノレジ t 〆精

華ru
(207〕 〈非主要矛屑〉 平を除きすべて「主要でない

矛！たj，平は「41'，て要矛ViJ 

(208〕〈情汗：〉平を除う fベて「tti'li'J，平は［情

勢J

(209〕 Gム何：〉 習岩青新河外 r-~ ,-; LうなJ，平「こ

♂〕j，角「こい三 j，中「こう Lたj

(210) 〈忌種〉 国岩背新河外「このような」，平角

r : ）、l，中「ミ＇， J

(211) 〈這穐〉 習膏「こうしたj，岩中「そ ν勺j，宇

角「この」，新河外「このような」

(212) ＜紡lfc;）菌「－－ii:-:-r.1，岩新河外「状況j，平

仁11:itu，青角「i白況J，中：；1てさず。

(213) 〈情形〉 膏「事情J，他は（212）に同 I.'.0 

(214) (i三H!II与候〉 渇岩青新河外中「こうし止はあ

し、f：ごは）J，平 r：のさ L、，＿－ it J，角「二のばあいj

(215) 〈情形〉 (212）に問じ。

(216) 〈ュ一 方i) 国「この種類J，岩平角中「この

吊；琵＇I，青外［三弓した吊；頼j，新河「こうしたい＇；］

(217〕 〈選時〉 罰青角中「このとき（には）」，岩「こ

ηtろなばあいだはj，平「±のさいにはJ，新湾「ニ

ハば；おも、J，タト！こうj

(218) 〈状態〉

(219) 〈只有一種主要的矛盾・・・・〉

(22（ゆく白1it吋知〉

〔221) 〈必定有一種是.....-> 
(222〕 〈這種〉

(223) 〈万f['r(J学問家t1i＇）：行家〉

(224) 〈這種〉 調岩平角新河「このJ，育中「こう

したJ，外「こういう」

(225) ＜各種〉

〔226〕 〈矛盾的誇方面〉平は「矛盾の諸側面でも」

と誤訳している。岩はく諸方面〉を「二つの側節」と

7苦：；J;iてL、ろ。

(227) ぐ情形〉

(228〕 〈形態〉

(229〕 〈必む一方面是T：要的〉

(230) <RO所説矛盾起：上海作用〉 扇「矛盾十こわし、て

主導的な役割をはたしているj，岩「矛盾において主噂

(I',;!,: I tたらさ予！ているj，平「矛盾に指導作用をはと

e, I!• iめるJ，青「矛盾r:.tn、て主導的tJ役割iをはた

す」，角「矛同が主導的な役わりをはたす」，新河外

8r 
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矛広 l 仕かで i導的ぐ/'I1ftをよよこすJ，中「矛日；.!l 

いて指導的な（動きをする」

角uYト：i矛日 t実体的、ことらえ？って、注いと i、う

怠1司、で不十分である。平L主主客松倒である。 『ア j ア

経済J45年12:,i｝拙稿に ;il¥,、てι「矛！ごが主導作！日を

Tる， 4の側：i:iJと:¥R1.心が， 二 JiR I ，「当該：子；，＼を

して外界になんらかの（乍朋を起させる側自主」と受取ら

べる二一れがあらので }c)}lを五！改め？っ～か！ ,., f～ 

くしの法本（J'Jな主張に変わりはない。

(2:H〕 G主任ii'i形〉

(232) 〈形式〉

(2出）〈東正〉

(234〕 〈由此可見〉

(235) 〈取れJ> 襲「！めるJ，岩青章者河外「 1めて

いるJ，平角「作得した l，中 i-.. 'i ゆたj

(236) 〈封建社会時代〉 既択はすべて「封建主総社

会(.J) 'r代j

(237) 〈力量〉 角そ除きすべて「勢力」，角は「カ」，

(248) (250）と j仁村：せよ。

(238〕 〈資本主義社会時代〉 既訳はすべて「資本十

義社（＇ l時代j

(239〕 圏平管新外1文，岩角河中 2文

(240〕 〈形成半嫡民地三種矛将〉 頭「半植民地と

い1二 l矛盾ミ内成すろし書見通J，岩「中11)＂＇.＇、判ザ 1j（地

と！，ている矛）白j，沢しすぎ，平管角「γ・ft白民地 （，｝）

形成とマう矛I(,J，新記「中国モ1柚地：：1る川、ぅ

（この）矛rru，択し jぎ，外「半他民地を形成している

とい J i' ll'i J，中「（中l,l~.·) 't';iili::地1LJ ：：， とし、 ；f

l;'iJ 

(241〕 く事情〉 周岩「事態」，平ぷさず，育「情況J,

角「： lJ，新河タト rI, ごと l，中「告白吟j

(242) 爾岩平角中 3文，青新河外2文

(244) 〈新li'JL己主的〉 濁岩青 f新LL、花主i義的

なJ，平角中「新しい民主主義の」．新河外「新しし句

(. ) c＇」；的な」
(245〕 〈司宝仙〉 璽「4とj，岩「ばム！、 i，平薮汚外

訳さず，膏「例J，角「事実J，中「事態」

〔246) 〈消 ＇1;/(！議〉 扇青 riJ:i;，捗、｝） 尺i:'r尚・ k•·IJ 宕

［満洲扶の清帝国J，平「満清帝凶」，角新河外「消，；，：，；

帝国j，中 r}; ,,'r帝国j

角以降訳語が変化しているのは原文の変更による。

平までノ原文il ＜満治干jlfl）であ J Jた。

(247) （勢 ／J> す／、：「勢力j

82 

(248) ( ］） 量〉 蜜宕平審角中「勢；／J j，新河「！Jj,

外「も ω」

(249) く与＼；Mr一時〉 濁青「一肢は覇を tなえFこと

／）あ；；，，」，岩「勢力をふるっていたJ，平「さしもの I,

角「併にきで fたあのJ，新潟外「一時権勢をほこっ

たj，中 f一時兎羽：を訪った」

(250) く力鐙〉 闇岩平青角中「勢力J，新河外「｝JJ

(251) くliliJ) 爵「ごれとは反対Lリ，岩河外「モ

れと（；立） j主のJ，平角中「逆の」，育「ニれとは逆にl」，

新 I,I 反対 iノJj

(252) 〈革命党人〉 関岩膏「革命政党の党民J，平

角新i可外中「 t下命党tlJ

(253) 〈悩形〉

〔254〕 〈情況〉

(255) くもヲ IIヲ〉

(256) <r¥1不知子I］知〉 讃瞥「知らない状態から知っ

た、：I)，伊てにたノ fるま f"ij，岩 I1P：、知識かeF知識ヘif!む

にあたりての」，平角外中「無知から知1へのJ，新河「知l

ら ι い ）~懲かん知る；i'. i)t；へす qfrまでのJ

(257〕 く事情〉 国岩青角中外「ことJ，平訳さず，

新沼「事がんj

(258) 〈物伎がJ東山〉

(259〕 〈精神的東凶〉

(260) 〈↑！’・1n手〉 z雪脅新河「事柄J，岩外中 1i~•1k

平「状態、」，角「↑白担tJ 

(261) くれj/r¥l) 萄平「状態J，岩青角新河タト中「状

況」

(262) くだ7Jlj性〉 国岩平背角中「差別H全」，新河外

「差Jも1'lJ

(263) 〈差別性〉

(264) 〈不、i＂衡性〉 l'l!I岩平青角 f司、：J/J等性j，新河

中「不均衡性J，外「不平衡1生」

(265) く＇V術〉 罰岩平膏角新中 f均専j，河［均衡J,

外トJL衡」

(266) 〈ヂ稜J論〉 麗岩膏河外中「平衡論J，角新「均

等~（iiJ 

(264）～（266）においてく、F衡〉に一食し た訳語を与

えr ::J:，平角外だいごある。

〔267) 〈均衡論〉 寸へて「均衡諭」

(268) 〈状況〉 頭平膏新沼外 f状1治i，岩角中「状

況」

(269) 〈各種〉 平を除き「さまさまなJ，平は「種

々j
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(270) f不平和J 司岩平吉免「不均＇.rJ，新河中「守、
均衡J，外「不平iイl'J

(271〕 〈主要的玉予R「｛ブi面〉 既訳は「矛R当.7）主要な側

而J
(272) イ非主i~Ct'!j 不信方面〉 花訳は［子れのた要く

ない側面」

(273) 〈手町絡ガ凶〉 既；沢は「矛盾／）務担ill商」

(274) ：互.fflf.',i＿，， ・瓦相rt占・互.ftl依山（，，i依存）・

7，：相~締成Ii：相 {ti'「〉

(275) ( ti) A 稀〉 濁岩「ヌれぞれ」，平角「どのJ,

青 rv ・. ：，；.るj，新河外「一 .. y，＿乃 j，中「側々 d'J 

〔276〕 〈各〉 すべて「それぞれJ,(284）と比較せよ。

(277) （統←件〉

(278) 司角河 ：； t，岩平斉新外中2丈

(279) 〈対 i'1:> 開平「対立物」，右～青「よJi'< !. たも

,' 'J，角「付立J,j河外中「主／＇ :i’＇J 

(28() I ( Ii':) 

(281) 〈成為〉 翻平中「なり（る）」，潜背角新河外

「あるJ

(282) 〈変成〉 開平中「江ノ fl，岩育免新河外！な

る」

(2幻） 〈、切〉関膏新河外「あらゆプJJ，岩平角中

「すへ r .'.'j 

(284) 〈各〉 国務平青角「d荷J，新河外「それぞれ

ω」，中「各」

czssJ < ・.m 南青新 f XJ，岩 i：ノ乃1llll怖か

らなる」，平角「一組J，河外中「・つ」

(286) ( 対以上〉 弱音新「ぃ a対以」：J，岩「三つ

以上」，平角「二組以上J,j可タト中 f曾 f ,! lぃj
(287) 〈各対〉 踊青「それぞれ lノバ＇］ J，岩「それそ

れ二つの側Jiiiかムなる諸」，平角「各組lJ，新「各対」，

河外中「Jれぞ，：」

(288〕 〈如此説－＊＇＞

(289〕 〈各〉 国新河外「それぞれのJ，岩背中「各J,

平角「 ，，r」
(290) (/'p対〉 函岩青じ、iと辺して、ふj，平角川l

になっているJ，新河外「対をなす」，中「対になる」

(291) 爵岩新河外中2文，平角3文，高 1文

(292) 〈不［nJ 汁〉 顛「岳町＇1.J，岩平角新河タト中

川、l司性」，青「州連1生」

(ZCl3) 〈対立〉 南平「対，＇，：物 J，岩斉 i/., i'l.. Lt i, 

のJ，角「対立J，新河外中ト＇.／ ,'i商 j

(294〕 〈約形〉

(295) 〈立ι 符〉 すべて「第・のj

(296) （’llii'i) 

(297〕 〈道就Ji::説〉

(298〕（f!J, /I '~ 11 ) 

(299) 〈矛円ぷ的東西〉 中を除ラ「矛盾するものJ,

中は「矛盾しあう」

(3似）〕（ 111 久 ~,;c j茨〉

(301〕〈約I｛／；東西〉

(302) (tllll¥!:的束尚〉

c:im) く l}j .｛・ 清着打J!l' V'i) 国青［矛盾するずヘて

,! 'J，岩平角「すベ仁.；，矛盾す t,t J;J，新河タト「矛

析して L、るずべて Jつも♂〕」，中「矛盾ずるものはずベ

(304) 〈文弘，y物〉 渇岩青新河外中「客観的 （！，〕

私物J,平角「平年膨tj干物J

(305) (,II;｛＼＇，＇，＇.主義的幅約弁託社［内ヤ宙観〉 l!'J訳

i I「’ノレグ f ] f¥. J) Pjt {")JノTI司法的nW1i:iU 

〔306) 〈者法〉

(307) Gli ?:,> 
(30め く作自ユ公人的政 ・j;) 雪量青「 ~j,[日の類 i，宕「亡

古里や狐の類J，平角「亡怠やヰツネJ，新「亡霊やきつ

1」 l，河外「問吹やキア？」，中「型ilやじ霊j，寸ベヤ誤

I{, （~狐〉二 i l（鬼平均1rn＞ではなぐ，「狐j （／） 二円。

〈地〉［土！杉存純である。

(309) 〈矛店構成l'i'Ja'／！／万国〉 国場資新河外中「矛店

’悦々「るal'.iWJi必J，平「ノf活の繁成する諸｛罰MiJ，角

「'.1'"1目が構成する言者側面」，角はいし、が平は「および際J,

その他は誤訳。原文はく矛盾構成的〉であってく構成

千円ヨ〉で；J！川、。論Jlr'i'i'J:;'r,味に七かL、が生ず二 jyけ

ではないが，多数沢は矛盾を「実体的Jに把握しえて

いないという点で不十分。（230）と比較せよ。

(310) (Ht史＜＂： I) 函青外「歴史的なふるい道J,

岩平中「歴史の古（＼.、）illJ，角新河「ふるい歴史的な

道」

(311〕 〈対立〉 罰岩平青「対立物j，角「対立J，新

沼タト中「，tt.iL [(i iJ 

(312) く介ー〉 国平中「合一J，岩青角新河「均衡J,

外 「i可等i午）ijJ

(313) ぐ，＇i(/IY.J) 頭「？”j存約J，宕青角新河タト「経

過ll¥JJ，平「瞥定的J，中「過i度的」

(314〕 くりよc11<,) すべて f対立約J.(311）と 11〆較せ

(315) 〈常住性〉 菌外「常住性J，岩「不変性J，平

83 
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角「安定性J，膏「持続性」，新河中「恒常性」

C:l16〕 、変動L) 1べて「五重力ドlJ 

C:m) 〈状態〉 すべて「状熊」

(318) 〈数量的変化〉 すべC 1I量的（な，に）変化」

C:H9) 〈統一均〉

(320) 〈共処〉

(:-l21) （共居〉

(322〕 関新潟外 1文，岩平角2文，青4文，中 3文

(323〕 商岩青外中2文，平角 3文，新河 1文

(324〕〈結合〉

(325) 〈相反t'I目立〉

(326〕 〈相反的東西〉

アジア経済研究所刊行川川削剛＂＇＂＇川棚聞川叩

中間の化学工業 神原局編

乏しい資料をフルに活用し，数回の訪中体験を遜してあ

らゆる角度先a ら今fをとるであろう進路の傾向をりきだす

448頁／￥ 1600 

東南アジアの鉱産資源N－タイ 薗部竜一編

文献解題シりーズ治16集としての本奮い，第 2次大J）＼え／五

の文献を対象に要約改編する。掲載文献数は英文27縦，

和文4編，計31編。 120頁／￥ 400 

標準国際貿易商品分類（SITC,R) 

アジア経済研究所統計部訳

国際連合引ljfiの“CommodityIndexes for the Stand-

ard InterフzationalTrade Classification”の続訳で，

約3万以上にのぼる個別商品名を英和対照の形に編集し

たものである 640頁／苦 2剖O

84 

(327) 〈相対的東西〉

(328) 〈対抗〉

(329〕 〈一種形式〉

(3却〕 く並存〉

(331) 〈共暦〉

(332〕 〈発火〉 すべて「発火」，誤訳であろう。

(333) 〈這種〉 中を除き「三のj，中は「土うしたj

(334〕 〈這様〉

(335) 〈物質〉 以下「もず）jと訳j o ref fSは「物HJ

(336〕 〈地位〉 既訳は「地位」

(337) 〈結論〉 民主訳（ょ f幸ii!iG J 

（調査研究部）

パキスタンの企業 山上達人箸

個別企業の特徴を数個の指標で析出，その前f是正して，

全産業を具体的数字に基づいて概観し，産業部門別パラ

ンスシートを分析する 360頁／￥ 1000 

国際政治と中間 （； クラーク著

ーオ｝ストラリア外交から見る松本繁一訳

「中E司法脅威かJ－一一これまでのところ本書ほど広い祝

野からこの問題を論じ，包括的，実証的に「中間の侵略

性jξ い号神話を弓ちくだいているものはない。

390頁／￥ 500 

ー 刊 自 由 時 山 町 A 也曲
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